
薫

中

　　

村

訳

註

『華
厳

念
仏

三
昧
論
』

八
、
引
用
文
の
中
で
、
大
正
木
の

『
華
厳
経
』
文
と
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

箇
処
は
、
上
段
本
文
の
上
に
記
し
た
。

九
、
評
文
中
で
、
西
暦
年
号
、
現
代
地
名

(省
名
、
懸
名
)
等
は

(

　

)
に
記
し

た
。

十
、
評
文
中
で
、
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
Λ

　

∇
に
語
句
を
補
し
た
。

〔附
記
〕

　

周
知
の
如
く
、
彭
際
清
は
(字
允
初
、
号
知
学
帰
子
、
尺
木
居
士
)

釣
末
に
於
け
る
居
士
仏
教
の
代
表
者
の

一
人
で
あ
る
。
彼
は
、
乾
隆

五
年

(
一
七
四
〇
年
)
に
長
州
に
生
ま
れ
、
嘉
慶
元
年

(
一
七
九
六

年
)
に
五
十
六
歳
で
還
帰
す
る
ま
で
、
凡
そ
十
五
篇
の
著
書
を
残
し

て
い
る
。
今
こ
の

『
華
厳
念
仏
三
味
論
』
は
、
乾
隆
四
十
八
年

(
一

七
八
三
年
十
二
月
)
に
制
作
し
、
乾
隆
五
十
六
年

(
一
七
九

一
年
六

月
)
に
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
続
で
は
王
文
治
の
叙
文
に
続
い

て
、
五
義
の
念
仏
の
法
門
に
分
け
て

「
華
厳
念
仏
三
昧
」
の
意
義
に

一
九
三

一
、
木
文
は
大
日
本
続
蔵
経
を
底
本
と
し
、
夏
学
叢
書

『
華
厳
義
海
』
下

(河
洛

図
書
出
版
社
)
所
収
の

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
を
参
考
と
し
た
。

二
、
本
文
は
王
文
治
の
叙
も
含
め
、
大
き
く
叙

・
総

・
五
門
義

・
五
問
答

・
後
記

の
五
段
に
分
け
た
。

三
、
上
段
が
本
文
、
下
段
が
評
文
で
あ
る
。
即
文
の
中
に
①
な
ど
と
付
し
て
あ
る

の
は
註
記
の
番
号
で
末
尾
に
ま
と
め
て
出
し
た
。

四
、
木
文
の
引
用
の
末
尾
の
皿
は
浮
文
で
は
省
略
し
た
。

五
、
評
文
の
中
で
、
書
名
に
は

『

　

』
、
引
文
に
は

「

　

」
を
用
い
た
。
ま
た
、

『
華
厳
経
』
の
各
々
の
品
も

「

　

」
を
用
い
た
。

六
、
大
正
新
修
大
蔵
経
←
大
正
、
大
日
本
続
蔵
経
←
泄
続
と
略
記
し
た
。

七
、
原
則
と
し
て
本
文
は
底
本
の
ま
ま
の
字
体
を
用
い
、

〔註
〕
、

評
文
は
通
行

の
も
の
を
用
い
た
。

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

凡

　

例



一
九
四

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
五
つ
の
問
答
を
設
け
て
群
疑
を
詳
破
し
て

I

乗
に
帰
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

『
論
』
の
内
容
検

討
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
彭
際
清

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
に
つ
い
て

‐
0
」

　

(
印
仏
研
、
31
巻

一
号
、
34
巻

一
号
)
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し

て
頂
く
こ
と
と
し
て
今

「
解
題
」
は
略
す
。

な
お
、
本
文
解
読
に
当
っ
て
横
超
慧
日
先
生
、
安
藤
智
信
先
生
の

御
教
授
を
頂
い
た
。
ま
た
、
譚
文
の
校
正
に
当

っ
て
は
稲
岡
智
賢
学

兄
に
労
を
煩
わ
せ
た
。
伴
せ
て
謝
意
を
表
す
。

△

一
九
八
六
年
三
月
十
日
∇



※
斂
は
叙
の
別
体
。

華
厳
念
仏
三
昧
論
叙

華
巌
念
佛
三
味
論
叙

『
大
乗
起
信
論
』
に
云
細
。

「
一
切
衆
生
を
名
づ
け
て
覚
と
は
為
さ
ず
。
木
よ

り
こ
の
か
た
、
念
念
相
続
す
る
を
以
て
、
未
だ
曽
て
念
を
離
れ
ず
」
と
。
念
と
は

不
覚
な
り
。
仏
と
は
党
な
り
。
念
仏
と
は
覚
を
以
て
不
覚
を
摂
す
る
な
り
。
念
仏

三
昧
と
は
覚
を
以
て
不
覚
を
摂
し
て
、
正
覚
の
海
に
入
る
な
り
。

華
厳
は
諸
仏
の

一
切
の
三
昧
を
具
し
、
而
も
其
の
間
念
仏
三
匹
を

一
切
三
昧
中

の
王
と
為
す
。
大
と
し
て
是
を
過
る
こ
と
莫
く
、
方
と
し
て
是
を
過

る

こ

と
莫

④

く
、
広
と
し
て
是
を
過
る
こ
と
莫
し
。

知
帰
居
士
、
念
仏
三
昧
を
修
し
て
十
数
年
、
而
も
又
華
厳
義
海
の

一
門
に
深
入

せ
り
。
釧
江

(江
蘇
省
)
を
過
ぐ
頃
、
所
著
の

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』
を
出
し
て

見
示
す
。
清
涼
斑
栢
、
恒
河
沙
の
字
数
を
挙
げ
、
五
六
千
言
を
以
て
包
挙
す
。
覚

は

『
疏
』

　

『
紗
』
と

『
合
論
』
の
多
に
非
ず
、
此
の

『
論
』
の
少
に
非
ず
。
且
つ

当
に
斑
栢
が

『
論
』
を
著
す
べ
き
時
、
行
願
の
全
品
は
未
だ
此
の
方
に
至
ら
如
。

故
に
他
方
浄
土
に
於
い
て
侃
ち
別
異
を
生
ず
る
な
り
。
此
の
品
を
全
べ
て
出
ず
る

に
、
必
ず
此
の
論
を
待
っ
て
義
始
め
て
完
う
せ
り
。
共
れ
殆
ん
ど
阿
弥
陀
仏
の
神

力
の
加
被
な
り
。

一
九
五

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

田
続
第

一
輯
第
二

編
第
九
套
第

一
冊

(
以
下
略
)

八
十
四
帖
左
上

大
泉
起
信
論
云
。

一
切
衆
生
不
名
鋸
低
。
以
従

本
来
念
念
相
績
。
未
曾
離
念
。
念
者
不
党
也
。

佛
者
退
也
。
念
佛
者
以
低
価
不
退
也
。
念
佛
三

昧
者
。
以
低
撮
不
党
。
入
干
正
員
海
也
。

華
巌
具
諸
佛

一
切
三
味
。
而
其
同
念
佛
三
昧
。

埓

一
切
三
眸
中
王
。
大
莫
過
干
是
。
方
莫
過
干

是
。
廣
莫
過
于
是
矣
。

知
倣
居
士
修
念
佛
三
昧
者
十
敷
年
。
而
又
于
華

蔵
義
海
。

一
門
深
入
。
頃
過
釧
江
。
出
所
著
華

巌
念
佛
三
味
論
見
示
。
翠
清
涼
炎
栢
恒
河
沙
字

敷
。
而
包
皐
以
五
六
千
言
。
党
疏
紗

合

論

非

多
。
此
論
非
少
。
且
富
喪
栢
著
論
時
。
行
願
全

品
未
至
此
方
。
故
干
他
方
浄
土
。
紅
生
別
異
。

此
品
全
出
必
待
此
論
而
義
始
完
。
其
殆
阿
禰
陀

佛
聯
力
加
被
。



一
九
六

居
士
は
宜
に
随

っ
て
説
法
せ
し
め
、
広
く
群
品
を
導
く
者
か
。
腐
に
謂
う
。
念

仏
し
て
浄
土
を
修
せ
し
者
は
、
煩
悩
の
悪
血
を
転
じ
て
清
浄
な
る
法
乳
と
為
す
な

り
。
念
仏
に
由
り
三
昧
を
獲
る
と
は
、
所
謂
、
念
は
無
念
に
帰
す
な
り
。
生
乳
を

転
じ
て
熟
酪
と
為
す
な
り
。
三
昧
中
に
念
仏
に
精
進
す
る
は
、
所
謂
、
無
念
に
し

て
而
も
念
な
り
。
熟
酪
を
変
じ
て
生
酢
と
為
す
な
り
。
念
仏
三
昧
に
由
り
て

一
切

の
三
昧
を
偏
歴
す
。
夫
れ
然
る
後
に
念
仏
三
昧
を
具
足
し
、
生
酢
を
変
じ
て
熟
酢

と
為
す
な
り
。
念
仏
三
昧
を
以
て
無
量
無
辺
不
可
説
の
三
昧
を
統
摂
し
、
無
量
無

辺
不
可
説
の
三
昧
を
以
て
念
仏
三
昧
に
摂
入
す

る

な

り
。

即
念
即
仏
、
非
念
非

仏
、
微
妙
神
通
不
可
思
議
に
し
て
熟
酢
を
転
じ
て
醍
醐
と
為
す
な
り
。
乳
を
転
じ

て
酪
と
為
す
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
念
仏
と
雖
も
三
昧
門
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
酪

を
変
じ
て
酢
と
為
す
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
念
仏
三
昧
を
以
て

一
切
不
可
説
三
昧
門

を
摂
す
る
こ
と
能
は
ず
。
酢
酪
を
転
じ
て
醍
醐
と
為
す
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
念
仏

一
門
を
以
て
直
ち
に
十
地
等
覚
を
超
え
、
大
円
鏡
智
を
獲
、
坐
し
て
無
上
菩
提
を

証
す
る
こ
と
能
は
ず
。
夫
れ
念
仏
は
無
差
別
に
し
て
、
而
も
三
昧
に
浅
深
有
り
。

三
昧
の
浅
深
は
念
仏
の
差
別
な
り
。

同
朋
学
園
晦
就
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
許
号

憚
居
士
隨
宜
脱
法
。
廣
導
原
品
者
乎
。
総
謂
念

佛
修
浄
土
者
。
特
煩
悩
悪
血
。
員

清

浄
法

乳

也
。
由
念
佛
而
獲
三
昧
。
所
謂
念
昂
無
念
。
轄

生
乳
寫
熟
酪
也
。
于
三
味
中
精
進
念
佛
。
所
謂

無
念
而
念
。
鰹
熟
酪
員
生
酪
也
。

由

念

佛

三

床
。
偏
歴

一
切
三
昧
。
夫
然
後
具

足

念

佛

三

昧
。
受
生
酪
言
熟
附
也
。
以
念
佛
三
味
。
統
損

無
量
無
道
不
可
説
三
昧
。
以
無
量
無
逡
不
可
説

八
十
四
帖
左
下

　

三
昧
撮
入
念
佛
三
昧
。
即
念
印

佛
。

非

念

非

佛
。
微
妙
9　
通
不
可
思
議
。
特
熟

酪

員

醍

醐

也
。
不
能
轄
乳
営
酪
。
雖
念
佛
而
不
能
得
三
昧

門
。
不
能
鰹
酪
員
酪
。
不
能
以
念
佛
三
昧
振

一

切
不
可
説
三
肺
門
。
不
能
特
耐
酪
篤
醍
醐
。
不

能
以
念
佛

一
門
。
直
超
十
地
等
兌
。
獲
大
圓
鏡

智
。
坐
鐙
無
上
菩
提
。
夫
念
佛
無
差
別
。
而
三

肺
有
浅
深
。
三
昧
之
浸
深
。
念
佛
之
差
別
也
。

文
治
自
弱
冠
即
喜
修
諦
。
四
十
以
後
。
始
鶯
修

念
佛
。比
年
来
以
念
佛
寫
諦
。
復
以
諦
念
佛
。
諦

浄
並
運
。
将
絡
老
焉
。
敢
以
所
見
質
之
居
士
。

幸
有
以
教
我
。
歳
次
甲
辰
春
三
月
無
能
學
人
王

文
治
撰
。

文
治
弱
冠
よ
り
、
即
ち
禅
を
修
す
を
喜
と
す
。
四
十
以
後
始
め
て
兼
ね
て
念
仏
を

修
す
。
比
年
よ
り
来
た
念
仏
を
以
て
禅
と
為
す
な
り
。
復
だ
禅
を
以
て
念
仏
と
す

る
な
り
。
禅
浄
並
運
に
し
て
将
に
老
を
終
せ
ん
と
す
。
敢
え
て
所
見
を
以
て
之
を

居
士
に
質
す
。
幸
く
ば
ま
た
以
て
我
を
教
え
た
ま
え
。
歳
次
甲
辰
(
一
七
八
四
年
)

春
三
月
。
無
余
学
人
王
文
治
撰
す
。



菩
薩
戒
弟
子

　

彭
際
清

　

述

菩
薩
戒
弟
子

　

彭
際
清

　

述

華
巌
念
佛
三
昧
論

華
厳
念
仏
三
昧
論

総

一
は
念
仏
法
身
直
指
衆
生
自
性
門
な
り
。
二
は
念
仏
功
徳
出
生
諸
仏
報
化
門
な

り
。
三
は
念
仏
名
字
成
就
最
勝
方
便
門
な
り
。
四
は
念
晩
霞
遮
那
仏
頓
入
華
厳
法

界
門
な
り
。
五
は
念
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
円
満
普
賢
大
願
門
な
り
。
別
に
問
答
を

申
ね
諮
く
1　
炭
を
破
し
、
普
く
見
聞
と
同
じ
く

一
乗
に
帰
す
と
云
う
爾
な
り
。

一
九
七

念
佛
法
門
。
諸
経
廣
讃
。
約
其
總
貫
。
略
有
二

※
除
は
途
゜
別
体
・

泳
。

一
普
念
。

一
専
念
。
如
観
佛
相
海
経
。
佛

不
思
議
境
界
経
等
。
但
明
普
念
。
薬
師
琉
璃
光

如
来
経
。
阿
閥
佛
経
。
無
量
壽
経
等
。
特
明
専

念
。
今
此
華
巌
。

一
多
相
入
。
主
件
交
融
。
邸

自
邸
他
。
亦
専
亦
普
。
略
標
五
義
以
貫
全
経
。

一
念
佛
法
身
直
指
衆
生
自
性
門
。

二
念
佛
功
徳

八
十
五
帖
右
上

　

出
生
諸
佛
報
化
門
。
三
念
佛
名
字
成
就
最
勝
方

便
門
。
四
念
晩
盧
遮
那
佛
頓
人
華
巌
法
界
門
。
五

念
極
楽
世
界
阿
個
陀
佛
圓
浦
普
賢
大
願
門
。
別

中
問
答
諮
破
県
痰
。普
呉
見
聞
同
錨

一
乗
云
爾
。

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

念
仏
の
法
門
は
諸
経
に
広
く
讃
ず
。
其
の
総
貫
を
約
す
れ
ば

略

し

て

二
途
有

り
。

一
に
は
普
念
。

一
に
は
専
念
。

『
観
仏
相
海
経
』
、
『
仏
不
思
議
境
界
経
』
等

の
如
き
は
但
だ
普
念
を
明
す
。

『
薬
師
琉
璃
光
如
来
翻
』
、

『
阿
閲
仏
翻
』
、

『
無

量
寿
経
』
等
は
特
に
専
念
を
明
す
。
今
、
此
の
華
厳
は

一
多
相
入
、
主
伴
交
融
、

即
自
即
他
、
亦
専
亦
普
に
し
て
、
略
し
て
五
義
を
標
し
、
以
て
全
経
を
貫
く
。



五

　　

門

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

一
九
八

第

一

　

念
仏
法
身
直
指
衆
生
自
性
門

一
に
仏
の
法
身
を
念
じ
て
直
ち
に
衆
生
の
自
性
を
指
す
と
は
、
吾
人
固
有
の
性

は
湛
寂
光
明
に
し
て
塵
刹
に
偏
周
す
。
諸
仏
の
別
に
所
証
無
し
。
全
く
衆
生
の
自

性
を
証
す
る
の
み
な
り
。

「
如
来
出
現
品
」
に
云
わ
り
。

「
菩
薩
摩
詞
薩
は
応
に
自
心
を
知
る
べ
し
。
念

々
に
常
に
仏
有
り
て
正
覚
を
成

ず
。
何
を
以
て
の
故
に
、
諸
仏
如
来
は
此
の
心
を
離
れ
ず
し
て
正
覚
を
成
ず
る
が

故
な
り
。
自
心
の
如
く
、

一
切
衆
生
の
と
も
亦
是
の
如
く
、
悉
く
如
来
有
り
て
等

正
覚
を
成
ず
。
広
大
周
偏
に
し
て
処
と
し
て
有
ら
ざ
る
無
し
。
不
離
不
断
に
し
て

休
息
有
る
こ
と
無
し
」
と
。

又
云
わ
く
。

コ

衆
生
と
し
て
具
さ
に
如
来
の
智
慧
を
有
せ
ざ
る
も
の
無
し
。
但
だ
妄
想
顛

倒
の
執
著
を
以
て
証
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
若
し
妄
想
を
離
る
れ
ば
、

一
切
智
自

然
智
無
凝
智
は
則
ち
現
前
す
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。

云
何
か
妄
想
を
離
れ
、
須
く

一
切
衆
生
の
顛
倒
の
執
著
を
知
る
べ
き
や
。
全
く

是
れ
諸
仏
の
法
身
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
顛
倒
執
著
す
る
も
常
に
自
ら
寂
滅

す
る
が
故
に
。
此
の
信
に
入
れ
ば
諸
仏
法
身
は
、
処
と
し
て
現
せ
ざ
る
こ
と
無
く

八
十
華
厳
「
如
来
出
現
品
」

(
大
正
10

・
m

・
c
)
に

は※
不
能
澄
得
←
而
不
誼
得

と
あ
る
。

八
十
華
厳
「
如
来
出
現
品
」

(大
正
10

・
275

・
b
)
に

は※
亦
←
亦
復

※
偏
←
遍
と
あ
る
。

一
念
佛
法
身
直
指
衆
生
自
性
者
。
吾
人
固
有
之

性
。
湛
寂
光
明
。
偏
周
塵
刹
。
諸

佛

別
無

所

誼
。
全
鐙
衆
生
自
性
耳
。

如
来
出
現
品
云
。

菩
薩
摩
詞
薩
感
知
自
心
。念
念
常
有
佛
成
正
員
。

何
以
故
。
諸
佛
如
来
不
離
此
心
成
正
員
故
。
如

自
心
。

一
切
衆
生
心
亦
如
是
。
悉
有
如
来
成
等

正
員
。
廣
大
周
偏
。
無
處
不
有
。
不
離
不
断
。

無
有
休
息
。

又
云
。

無

一
衆
生
而
不
具
有
如
来
智
慧
。
但
以
妄
想
顛

倒
執
著
。
不
能
澄
得
。
若
離
妄
想
。

一
切
智
自

釈
智
無
凝
智
。
則
得
現
前
。
匹

云
何
離
于
妄
想
。
須
知

一
切
衆
生
顛
倒
執
著
。

全
是
諸
佛
法
身
。
何
以
故
。
顛
倒
執
1　
常
自
寂

滅
故
。
于
此
信
入
。
諸
佛
法
身
無
處
不
現
。
清



@

「
出
現
品
」
に
亦
云
わ
く
。

「諸
の
菩
薩
摩
詞
薩
は
応
に

一
法

・
一
事

・
一
身

・
一
国
土

・
一
衆
生
に
如
来

を
見
た
て
ま
つ
る
べ
か
ら
ず
。
応
に

一
切
処
に
偏
し
て
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
べ

し
。
呼
え
ば
虚
空
の
祠
く

一
切
の
色
非
色
の
処
に
至
る
も
、
至
に
非
ら
ず
不
至
に

あ
ら
ざ
る
か
如
し
。
何
を
以
の
故
に
、
虚
空
は
無
身
な
る
が
故
な
り
。
如
来
の
身

亦
復
是
の
如
し
。

一
切
処
に
偏
し
、

一
切
の
衆
生
に
祠
し
、

一
切
の
法
に
伺
し
、

一
切
の
国
土
に
偏
す
る
も
至
る
に
あ
ら
ず
至
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故

に
、
如
来
の
身
は
無
身
な
る
が
故
な
り
。
衆
生
の
為
の
故
に
共
の
身
を
示
現
す
」

又
云
わ
く
。

一
九
九

一

　　

ふ

　

i

　　

″

一

一

　

四

一

　　

。

　

ふ

　　

r

』

　　

一

　

一

　　

一

9　
日
満
。
中
不
容
他
。
念
念
不

迷
。

心

心
無

所
。
従
此
起
行
。
具
足
大
悲
。
究
竟
大
慈
。
子

1　
無
所
取
。
子
修
無
所
著
。
子
法
無
所
住
。
歴

十
住
十
行
十
回
向
十
地
十

一
地
。
不
離
雷
念
因

八
十
五
帖
右
下

　

果
目
成
。
故
曰
オ
喪
菩
提
。
即
成
正
低
。
如
賢

首
品
初
喪
心
功
徳
品
。
廣
明
斯

事
。

如

是
念

佛
。
能
于

一
切
處
見
如
来
身
。
又

如

光
明

壹

品
。
世
尊
放
百
億
光
明
。
従
此
E
千

大

千

世

界
。偏
照
十
方
。
乃
至
霞
法
界
盧
空
界
。
而
文
殊

説
頌
。
教
人
離
于
有
無

一
異
生
滅
去
来
種
種
諸

見
。
偏

一
切
處
順
于
如
来
。
是
篤
人
佛
正
信
。

出
現
品
亦
云
。

諸
菩
薩
摩
阿
薩
。
不
高
于

一
法

一
事

一
1　
一
國

土

一
衆
生
見
子
如
来
。
窓
偏

一
切

處

見

子

如

一

　　　　　　　　　　

一

　　

ふ

』

　　　　　

・

　

四

　　　

φ

　　　

。

　　

一

　

一

　　

φ

清
浄
円
満
な
り
。
中
に
他
を
容
せ
ず
、
念
々
に
迷
わ
ず
、
心
心
に
所
無
し
。
此
莞

り
起
行
し
、
大
悲
を
具
足
し
、
大
慈
を
究
竟
す
。
身
に
所
取
無
く
、
修
に
所
著
無

く
、
法
に
所
住
無
し
。
十
住
十
行
十
回
向
十
地
十

一
地
を
歴
し
、
不
離
に
し
て
、

当
に
因
果
円
成
を
念
ず
べ
き
が
故
に
曰
く
、
オ
に
菩
提
を
発
し
て
即
ち
正
覚
を
成

ず
る
も
の
な
り
。

「賢
首
品
」

　

「
初
発
心
功
徳
品
」
に
広
く
斯
の
事
を
明
か
す
が

如
し
。
是
の
如
く
の
念
仏
は
能
く

一
切
処
に
如
来
身
を
見
る
。
又
、。
「
如
来
光
明

覚
品
」
の
如
し
。
世
尊
は
百
億
の
光
明
を
放
ち
此
の
三
千
大
千
世
界
よ
り
十
方
乃

至
尽
法
界
虚
空
界
に
徊
照
す
。
而
も
文
殊
は
頌
を
説
く
。
人
を
し
て
有
無

・
一
異

・
生
滅

・
去
来
の
揺
々
の
諸
見
を
離
れ
、

一
切
処
に
偏
し
如
来
を
観
ぜ
し
む
。
是

れ
仏
の
正
信
に
入
る
と
為
す
。

又
云
。

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
味
論
』

八
十
華
厳
「如
来
出
現
品
」

(大
正
10

・
266

・
a
)

に
は
す
べ
て

※
祠
←
遍
と
あ
る
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

※
亦
復
←
亦
と
あ
る
。

来
。
讐
如
虐
空
。
偏
至

一
切
色
非
色
處
。
非
至

非
不
至
。
何
以
故
。
虐
空
無
身
故
。
如
来
身
亦

復
如
是
。
偏

一
切
處
。
偏

一
切
衆
生
。
偏

一
切

法
。
偏

一
切
國
土
。
非
至
非
不
至
。
何
以
故
。

如
来
身
無
身
故
。
篤
衆
生
故
示
現
其
身
。



竟文 切

二
〇
〇

「菩
薩
摩
詞
薩
は
無
障
無
凝
の
智
慧
を
以
て

一
切
世
間
の
境
界
は
是
れ
如
来
の

境
界
な
る
こ
と
を
知
る
。

一
切
の
三
世
の
境
界
、

一
切
の
刹
の
境
界
、

一
切
の
法

の
境
界
、

一
切
衆
生
の
境
界
、
真
如
無
差
別
の
境
界
、
法
界
無
障
凝
の
境
界
、
実

際
無
辺
際
の
境
界
、
虚
空
無
分
量
の
境
界
、
無
境
界
の
境
界
は
是
れ
如
来
の
境
界

な
る
こ
と
を
知
る
。
仏
子
、

一
切
世
間
の
境
界
の
無
量
な
る
が
如
く
、
如
来
の
境

界
も
亦
無
量
な
り
。

一
切
の
三
世
の
境
界
の
無
量
な
る
が
如
く
、
如
来
の
境
界
も

亦
無
量
な
り
。
乃
至
無
境
界
の
境
界
の
無
量
な
る
が
如
く
、
如
来
の
境
界
も
亦
無

量
な
り
。
無
境
界
の
境
界
の

一
切
処
に
有
る
こ
と
無
き
が
如
く
、
如
来
の
境
界
も

亦
是
の
如
く

一
切
処
に
有
る
こ
と
無
し
」
と
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

菩
薩
摩
討
薩
以
無
障
無
硯
智
慧
。
知

一
切
世
間

境
界
。
是
如
来
境
界
。
知

一
切
三
世
境
界
。

一

切
刹
境
界
。

一
切
法
境
界
。

一
切
衆
生
境
界
。

武
如
無
差
別
境
界
。
法
界
無
障
凝
境
界
。
賓
際

無
逡
際
境
界
。
虐
空
無
分
量
境
界
。
無
境
界
境

界
。
是
如
来
境
界
。
佛
子
。
如

一
切
世
間
境
界

無
量
。
如
来
境
界
亦
無
量
。
如

一
切
三
世
境
界

無
量
。
如
来
境
界
亦
無
量
。
乃
至
如
無
境
界
境
界

何
を
以
て
の
故
に
、
自
心
の
智
慧
木
よ
り
障
凝
無
き
を
以
て
の
故
な
り
。
障
硯

無
き
智
酉
は
即
ち
如
来
の
境
界
な
る
が
故
な
り
。
此
を
念
自
性
仏
と
名
づ
く
。
亦

自
性
念
仏
と
名
づ
く
。
自
性
念
仏
と
は
、
仏
外
の
念
無
く
、
能
く
仏
を
念
ず
る
も

の
な
り
。
念
自
性
仏
と
は
、
念
外
の
仏
無
く
し
て
、
自
ら
の
所
念
と
為
す
。
此
門

に
入
ら
ず
ん
ば
、
所
念
の
仏
終
に
究
竟
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
法
身
の
自
性
を
識
ら

ざ
る
を
以
て
の
故
に
将
に
別
有
と
謂
う
な
り
。
故
に
此
門
に
入
る
時
、

一
念
の
功

徳
虚
空
を
過
ぎ
限
量
有
る
こ
と
無
き
な
り
。

八
十
五
帖
左
上

　

何
以
故
。
以
自
心
智
慧
本
無
障
凝
故
。
無
障
凝

智
慧
印
如
来
境
界
故
。
此
名
念
自
性
佛
。
亦
名

自
性
念
佛
。
自
性
念
佛
者
。
無
佛
外
之
念
能
念

于
佛
。
念
自
性
佛
者
。
無
念
外
之

佛
篤

自
所

念
。
不
入
此
門
。
所
念
之
佛
終
非
究
竟
。
以
不

識
法
身
自
性
故
。
将
謂
別
有
故
。
入
此
門
時
。

一
念
功
徳
過
于
虚
空
。
無
有
限
量

無
量
。
如
来
境
界
亦
無
量
。
如
無
境
界
境
界

一

處
無
有
。
如
来
境
界
亦
如
是

一
切
處
無
有
。



二
念
佛
功
徳
出
生
諸
佛
報
化
者
。

一
切
如
来
信

法
界
量
。
現
種
種
身
。
示
無
誰
荘
景
。
作
無
逡

佛
事
。

一
以
普
光
明
智
而
誤
其
頃
。

如
世
主
妙
巌
品
云
。

智
入
三
世
。
悉
皆
平
等
。
其
身
充
而

一
切
世
間
。

共
音
普
順
十
方
國
土
。
四
如
虚
空
具
含
衆
像
。

于
諸
境
界
無
所
分
別
。
皿

以
此
智
不
思
議
故
。
無
分
剤
故
。
呉
能
具
足
如

斯
力
用
。
在
凡
夫
地
。
開
法
入
理
。

得

根

本

智
。
菊
不
能
依
智
起
行
。
口
修
圓
澄
。
堕
于

二

乗
諮
聞
境
界
。
諸
佛
大
用
不
得
現
前
。
是
故
此

経
初
會
六
品
。
全
順
如
来
果
徳
。
二
會
至
八
會

三
十
二
品
。
明
進
修
階
次
。
直
至
菩
提
。
總
之

不
出
六
位
因
果
。
呉
令
行
者
昭
廓
智
境
。
窮
諸

行
門
。
不
取
偏
空
而
景
佛
土
。
而
初
會
中
普
賢

三
昧

一
品
。
正
顧
佛
華
紐
全
頃
。
経
明
普
賢
菩

薩
。
入

一
切
諸
佛
吐
設
遮
那
蔵
身
三
昧
。

二
に
仏
の
功
徳
を
念
じ
諸
仏
の
報
化
を
出
生
す
る
と
は
、

一
切
の
如
来
は
法
界

の
量
に
称
い
て
狐
狸
の
身
を
現
じ
、
無
尽
の
荘
厳
を
示
し
て
無
辺
の
仏
事
を
作
す

も
の
な
り
。

一
に
普
光
明
智
を
以
て
而
も
其
の
体
と
為
す
。

「
世
主
妙
厳
品
」
に
云
う
が
如
し

「
智
は
三
世
に
入
り
て
悉
く
皆
な
平
等
に
、
其
の
身
は

一
切

の
世
間

に
充
満

し
、
其
の
音
は
普
く
十
方
の
国
土
に
順
う
。
四
え
ば
虚
空
の
具
に
衆
像
を
含
み
て

諸
の
境
界
に
お
い
て
分
別
す
る
所
無
き
が
如
し
」
と
。

此
の
智
不
思
議
を
以
て
の
故
に
、
分
剤
無
き
が
故
に
能
く
具
足
と
為
す
。
斯
の

力
用
の
如
く
、
凡
夫
地
に
在
り
て
聞
法
し
て
理
に
入
り
根
本
智
を
得
る
な
り
。
萄

し
く
も
智
に
依

っ
て
起
行
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
円
修
円
証
す
れ
ど
も
二
乗
声

聞
の
境
界
に
堕
し
、
諸
仏
の
大
用
は
現
前
す
る
こ
と
を
得
ず
。
是
の
故
に
此
の
経

の
初
会
六
品
、
全
て
如
来
の
果
徳
を
顕
わ
し
、
二
会
よ
り
八
会
に
至
る
三
十
二
品

は
進
修
の
階
次
を
明
か
し
て
直
ち
に
菩
提
に
至
る
。
総
て
六
位
の
因
果

を

出

で

ず
。
行
ぜ
し
め
ん
と
為
す
者
を
し
て
、
昭
廓
智
境
と
し
、
諸
の
行
門
を
窮
む
。
偏

空
を
取
ら
ず
し
て
仏
土
を
厳
り
、
而
も
初
会
中
の
普
賢
三
昧
の

一
品
は
正
し
く
仏

の
華
厳
全
体
を
顕
わ
す
も
の
な
り
。

『
経
』
に
普
賢
菩
薩
、

一
切
諸
仏
既
震
怒
那

○

蔵
身
三
味
に
入
る
を
明
か
す
。

此
の
三
昧
は
、
法
界
に
依
り
、
性
に
称
い
て
祠
周
す
。

一
切
刹
塵
は
普
く
身
に

二
〇

一

二

　

念
仏
功
徳
出
生
諸
仏
報
化
門

八
十
五
帖
左
下

　

此
三
昧
者
。
依
于
法
界
。
稀
性
偏
周
。

一
切
刹

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

※
こ
の
場
合

「
為
れ
行
者
を
し
て
昭
廓

智
境
た
ら
し
め
ん
」
と
読

む
べ
き
か
。

※
偏
は
偏
の
誤
植

八
十
華
厳

「
世
主
妙
厳
品
」

(大
正
10

・
l
C
)

に
は

※
于
←
於
と
あ
る
。



徳
雲
の
言
う
が
如
し
。

「
我
れ
自
在
に
し
て
決
定
せ
る
解
力
を
得
て
、
信
眼
清
浄
に
智
光
照
耀
し
、
普

く
境
界
を
観
じ
て

一
切
の
障
を
離
れ
、
善
巧
に
観
察
し
、
普
眼
明
徹
に
し
て
清
浄

の
行
を
具
し
、
十
方

一
切
の
国
土
に
往
詣
し
て

一
切
の
諸
仏
を

恭
敬
し

供
養

し

て
、
常
に

一
切
の
諸
仏
如
来
を
念
じ
、

一
切
の
諸
仏
の
正
法
を
総
持
し
、
常
に

一

切
の
十
方
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
」
と
。

「
我
得
自
在
決
定
解
力
」
以
下
は
即
ち
、
法
身
仏
を
念
ず
る
な
り
。

「
往
詣
十

方
」
以
下
は
即
ち
、
報
化
仏
を
念
ず
る
な
り
。
法
身
に
随
順
し
て
報
化

を

起

こ

し
て
法
身
無
量
な
り
。
所
感
報
化
に
し
て
亦
復
無
量
な
り
。 二

〇
二

示
現
す
。
諸
の
衆
生
を
し
て
塵
労
を
舎
て
ず
し
て
、
大
用
を
繁
興
せ
し
む
。
睨
い

て

「
世
界
成
就
品
」
を
説
き

「華
蔵
世
界
品
」
を
説
く
。
以
て
浄
孤
の
諸
刹
は

一

切
唯
心
を
示
す
な
り
。
唯
能
く
普
賢
の
願
海
に
深
入
す
る
と
は
、

一
切
処
は
仏
土

に
非
ざ
る
こ
と
無
く
、

一
切
時
は
仏
事
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
此
の
三
昧
品
は
全

経
に
貫
徹
す
。
文
を
尋
ね
自
ら
見
つ
べ
し
。
善
財
童
子
偏
く
三
知
識
に
至
る
。
而

も
徳
雲
比
丘
、
解
脱
長
者
、
茲
眠
羅
居
士
、
倶
に
念
仏

一
門
を
以
て
解
脱
を
得
る

な
り
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

塵
。
普
身
示
現
。
教
諸
衆
生
不
舎
塵
勢
。
繁
興

大
用
。
隨
説
世
界
成
就
品
。
没
華
蔵
世
界
品
。

以
示
浄
叙
諸
刹
。

一
切
唯
心
。
唯
能
深
入
普
賢

願
海
者
。

一
切
處
無
非
佛
土
。

一
切
時
無
非
佛

事
。
此
三
昧
品
貫
徹
全
経
。
尋
文
自
見
。
至
善

財
童
子
徊
參
知
識
。
而
徳
雲
比
丘
。解
脱
長
者
。

糾
茲
旧
羅
居
士
。
倶
以
念
佛

一
門
而
得
解
脱
。

如
徳
雲
言
。

我
得
自
在
決
定
解
力
。
信
眼
清
浄
。智
光
照
耀
。

普
観
境
界
。
離

一
切
障
。
善
巧
観
察
。
普
眼
明

徹
。
具
清
浄
行
。
往
詣
十
方

一
切
國
上
。
恭
敬

供
養

一
切
諸
佛
。
常
念

一
切
諸
佛
如
来
。
總
持

一
切
諸
佛
正
法
。
常
見

一
切
十
方
諸
佛
。
皿

我
得
自
在
決
定
解
力
以
下
。
印
念
法
身
佛
也
。

往
詣
十
方
以
下
。
印
念
報
化
佛
也
。
隨
順
法
身
。

起
于
報
化
。
法
身
無
量
。所
感
報
化
亦
復
無
量
。

「
東
方
に

一
仏
二
仏
十
仏
百
仏
千
仏
百
千
仏
乃
至
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
数

の
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
東
方
の
如
く
、、
南
西
北
方
、

四
維
上
下
亦
復
是

の
如

※
以
下
の
文
は
八
十
華
厳

「
入
法
界
品
」

　

(
大
正
10

・
334

・
b
)
よ
り
略
出
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

故
下
文
云
。

見
于
東
方

一
佛
二
佛
十
佛
百
佛
千
佛
百
千
佛
乃

至
不
可
説
不
可
誂
佛
。
刹
微
塵
敷
佛
。
如
東
方
。



是
名
憶
念

一
切
諸
佛
境
界
智
慧
光
明

普

見
法

門
。
諸
佛
別
無
境
界
。
唯
以
智
慧
光
明
。
隨
順

衆
生
而
作
佛
事
。
此
念
佛
人
亦
復
如
是
。
由
信

解
具
足
故
。
能
入
佛
智
慧
。
由
他
行
具
足
故
。

八
十
六
帖
右
上

　

能
見
佛
光
明
。
智
慧
光
明
。
不
従
人
得
。
唯
籍

縁
因
得
順
殷
故
。

下
文
又
開
諸
大
菩
薩
三
七
念
佛
門
。
霞
于
十
方

三
世
及

一
一
毛
端
量
處
。
念
念
佛
出
世
。
念
念

佛
説
法
。念
念
佛
滅
度
。
一
以
自
心
無
逡
智
行
而

昌
典
樅
。
木
具
三
身
。
一
念
相
庖
。
名
篤
念
佛
三

味
。
入
此
三
昧
門
。印
能
飼
掃

一
切
諸
三
昧
門
。

下
の
文
に
叉
、
諸
の
大
菩
薩
三
七
念
仏
門
を
開
く
。
十
方
三
世
及
び

一
一
の
毛

端
の
量
処
を
尽
く
す
。
念
念
に
仏
は
出
世
し
、
念
念
に
仏
は
説
法
し
、
念
念
に
仏

は
滅
度
す
。

一
に
自
心
の
無
辺
の
智
行
を
以
て
其
の
体
と
為
す
。
本
に
三
身
を
具

す
。

一
念
相
応
は
名
づ
け
て
念
仏
三
昧
と
為
す
。
此
の
三
昧
門
に
入
ら
ば
、
即
ち

能
く

一
切
語
の
三
味
門
を
銅
摂
す
る
な
り
。

し
」

と
。

是
れ
を

「
憶
念

一
切
諸
仏
境
界
智
慧
光
明
普
見
法
門
」
と
名
づ
く
。
2　
仏
に
別

の
境
界
無
し
。
唯
、
智
慧
の
光
明
を
以
て
衆
生
に
随
順
し
て
仏
事
を
作
す
。
此
れ

念
仏
の
人
亦
復
是
の
如
し
。
信
解
具
足
に
由
る
が
故
に
能
く
仏
の
智
愁
に
入
る
。

観
行
具
足
に
由
る
が
故
に
能
く
仏
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
る
。
智
慧
光
明
は
人
に

従
り
得
ず
、
唯
、
縁
因
を
萄
い
て
顕
発
を
得
る
が
故
な
り
。

脈
所
北
方
四
植
上
下
亦
復
如
盈

以
下
の
文
は
八
十
華
厳

「
入
法
界
品
」

　

(
大
正
10

・
339

・
c
~
340

・
a
)
よ

り
略
出
。

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

又
解
脱
長
者
の
言
う
が
如
し
。

「
我
れ
如
来
無
磯
荘
厳
解
脱
門
に
入
出
し
、
十
方
各
十
仏
刹
微
県
数
の
如
来
を

見
た
て
ま
つ
る
に
、
彼
の
諸
の
如
来
は
此
に
来
至
せ
ず
。
我
れ
も
彼
に
往
か
ず
。

我
れ
若
し
安
楽
世
界
の
阿
弥
陀
如
来
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
意
に
随
い

て
即
ち
見
た
て
ま
つ
る
。
我
れ
若
し
加
檀
世
界
の
金
剛
光
明
如
来
、
妙
香
世
界
の

宝
光
明
如
来
、
蓮
華
世
界
の
宝
蓮
華
光
明
如
来
、
妙
金
世
界
の
寂
静
光
如
来
、
妙

喜
世
界
の
不
動
如
来
、
善
住
世
界
の
師
子
如
来
、
鏡
光
明
世
界
の
月
覚
如
来
、
宝

師
子
荘
厳
世
界
の
晩
霞
遮
那
如
来
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
是
の
如
き
を

二
〇
三

叉
如
解
脱
長
者
言
。

我
入
出
如
来
無
碩
荘
蔽
解
脱
門
。
見
十
方
各
十

佛
刹
微
塵
敷
如
来
。
彼
諸
如
来
不
来
至
此
。
我

不
往
彼
。
我
若
欲
見
安
察
世
界
阿
禰
陀
如
来
。

隨
意
即
見
。
我
若
欲
見
栴
檀
吐
界
金
剛
光
明
如

来
。
妙
香
世
界
賞
光
明
如
来
。
蓮
華
世
界
頁
蓮

華
光
明
如
来
。
妙
金
世
界
寂
静
光
如
来
。
妙
喜

世
界
不
動
如
来
。
善
住
世
界
師
子
如
来
。
銃
光



『
経
』
に
は

※
叱
←
毘

※
巳
←
己

※
以
←
兵

と
あ
る
。

所
謂
、
無
凝
荘
厳
解
脱
と
は
、

一
切
相
を
離
れ
、

一
切
相
を
成
ず
。
然
り
と
雖

ど
も
夢
の
如
く
幻
の
如
く
し
て
而
も
亦
夢
幻
の
諸
境
を
壊
せ
ず
。
若
し
此
の
夢
幻

の
法
門
に
入
ら
ず
ん
ば
、
便
ち
舎
利
弗
大
目
腱
連
等
の
如
く
、
逝
多
林
に
在
り
て

如
来
の
神
力
の
境
界
を
見
ず
。
善
根
を
以
て
同
ぜ
ず
が
故
に
。

明
世
界
月
壹
如
来
。
賓
師
子
荘
巌
世
界
吐
良
遮

那
如
来
。
如
是

一
切
悉
皆
即
見
。
知

一
切
佛
及

以
我
心
。
悉
皆
如
夢
。
知

一
切
佛
猶
如
影
像
。

自
心
如
水
。
知

一
切
佛
所
有
色
相
。

及

以
自

心
。
悉
皆
如
幻
。
知

一
切
佛
及
以
巳
心
。
悉
皆

如
響
。
我
如
是
知
。
如
是
憶
念
。
所
見
諸
佛
皆

由
自
心
言

所
謂
無
凝
荘
巌
解
説
者
。
離

一
切
相
。
成

一
切

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

二
〇
四

一
切
悉
く
皆
な
即
ち
見
た
て
ま
つ
る
。

一
切
の
仏
と
及
以
我
心
は
悉

く

皆

な

夢

の
如
く
な
る
を
知
り
、

一
切
の
仏
は
猶
お
影
像
の
如
く
、
自
心
は
水
の
如
く
な
る

を
知
り
、

一
切
の
仏
の
所
有
る
色
相
と
及
以
自
心
は
悉
く
皆
幻
の
如
く
な
る
を
知

り
、

一
切
の
仏
と
及
以
己
心
は
悉
く
皆
な
響
の
如
く
な
る
を
知
る
。
我
れ
是
の
如

く
な
る
を
知
り
、
是
の
如
く
憶
念
し
て
、
見
る
所
の
諸
仏
は
皆
な
自
心
に
由
る
」

八
十
六
帖
右
下

　

相
。
雖
然
如
夢
如
幻
。
而
亦
不
壊
夢
幻
諸
境
。

若
不
入
此
夢
幻
法
門
者
。
便
如
舎
利
弗
大
目
鍵

連
等
在
逝
多
林
。
不
見
如
来
紳
力
境
界
。
以
善

根
不
同
故
。

『
経
』
に
は

※
睨
←
毘

　

と
あ
る
。

※
于
←
於

　

と
あ
る
。

此
の
心
宅
嘸
尽
は
嘴
な
漕
賢
の
順
行
の
研
性
に
紬
る
。
蓋
し
譜
賢
順
行
は
、
嘔

又
如
靭
屈
挺
羅
言
。

我
開
栴
檀
座
如
来
塔
門
時
。
得
三
昧
名
佛
種
無

害
。
我
人
此
三
昧
。
隨
其
次
第
。
見
此
世
界

一

切
諸
佛
。
所
謂
迦
葉
佛
。
拘
那
含
牟
尼
佛
。
拘

留
孫
佛
。
戸
棄
佛
。
晩
婆
戸
佛
。
提
舎
佛
。
弗

沙
佛
。
無
上
勝
佛
。
無
上
蓮
華
佛
。
如
是
等
而

呉
上
首
。
于

一
念
頃
。
得
見
百
佛

千

佛

百

千

佛
。
乃
至
不
可
誕
不
可
詮
世
界
微
塵
敷
佛
。
皿

此
佛
種
無
震
。
皆
由
普
賢
願
行
所
生
。
蓋
普
賢

r

゛

　

’

　

″
゜

“

゛

　

一

　　

″

1

　　　

1

　　

y

r

　　　　

’

一

″

　

蕃

※
以
下
の
文
は
八
十
華
厳

「
入
法
界
品
」

　

(大
正
10

・
366

・
b
)
の
略
出
。

又
釣
悪
肌
羅
の
言
う
が
如
‰
。

「
我
れ
剔
但
座
の
如
来
の
塔
門
を
開
く
時
、
三
昧
を
得
て
仏
種
無
尽

と

名

づ

く
。
我
れ
此
の
三
昧
に
入
り
、
其
の
次
第
に
随
い
て
此
の
世
界
の

一
切
の
諸
仏
を

見
た
て
ま
つ
る
。
所
謂
、
迦
葉
仏
、
拘
那
含
牟
尼
仏
、
拘
留
孫
仏
、
戸
棄
仏
、
既

婆
戸
仏
、
提
舎
仏
、
弗
沙
仏
、
無
上
勝
仏
、
無
上
蓮
華
仏
、
是
の
如
き
等
を
上
首

と
為
す
。

一
念
の
頃
に
於
い
て
、
百
仏

・
千
仏

・
百
千
仏
乃
至
不
可
説
、
不
可
説

世
界
の
微
塵
数
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
る
」
と
。



三

　

念
仏
名
字
成
就
最
勝
方
便
門

三
に
仏
の
名
字
を
念
じ
最
勝
の
方
便
を
成
就
す
る
と
は
、
夫
れ
法
身
は
無
朕
な

れ
ど
、
名
を
法
身
に
仮
り
て
顕
わ
す
。
報
化
は
無
辺
な
れ
ど
、
名
を
報
化
に
緑
り

て
該
ぬ
。

に
四
無
尽
毎
を
は
て
良
就
す
會
」と
を
几

所
匙

1
　1
　界
尺

衆
生
界
尺

衆

生
業
尽
、
衆
生
煩
悩
尽
、
我
願
乃
ち
尽
き
る
。
而
る
に
虚
空
界
乃
至
煩
悩
に
尽
有

る
こ
と
無
き
が
故
に
是
れ
則
ち
仏
種
無
尽
な
り
。
故
に
曰
く
、
我
れ
十
方

一
切
の

如
来
を
知
る
。
畢
竟
じ
て
般
涅
槃
す
る
者
有
る
こ
と
無
し
。
是
れ
諸
仏
報
化
と
知

る
な
り
。

一
切
数
に
該
し
て

「
阿
僧
祇
品
」
に
説
く
が
如
し
。

一
切
時
に
窮
し
て

「
如
来
1　
量
品
」
に
説
く
が
如
し
。

一
切
処
に
偏
じ
て

「菩
薩
住
処
品
」
に
説
く

が
如
し
。
是
の
如
き
念
仏
は
二
際
平
等
、
生
滅

一
如
に
し
て
尽
未
来
劫
に
間
断
有

る
こ
と
無
し
。

獣
行
。
倶
ぱ
四
無
轟
句
而
得
皮
鮭

肝
謂
1
　空

界
畳
。
衆
生
界
畳
。
衆
生
禁
書
。

衆

生

煩
悩

孟
。
我
願
乃
轟
。
而
虚
空
界
乃
至
煩
悩
無
有
吉

故
。
1　
則
佛
種
無
畳
。
故
曰
我
知
十
方

一
切
如

来
。
畢
竟
無
有
般
涅
槃
者
。
是
知
諸
佛
報
化
。

該

一
切
敷
。
如
阿
燈
祗
品
説
。
窮

一
切
時
。
如

如
来
壽
量
品
説
。
徊

一
切
處
。
如
菩
薩
住
處
品

説
。
如
是
念
佛
。

二
際
平
等
。
生
滅

一
如
。
畳

未
来
劫
無
有
間
断

「宿
ろ
地
獄
の
苦
を
も
受
け
ん
。
諸
仏
の
名
を
聞
く
こ
と
を
得
ん
に
は
、
無
量

の
楽
を
受
け
じ
。
仏
の
名
を
聞
か
ざ
ら
ん
に
は
、
所
以
に
往
1　
に
お
い
て
、
無
数

幼
に
苦
を
受
け
て
、
生
死
の
中
に
流
転
せ
り
。
仏
の
名
を
聞
か
ざ
り
し
が
故
に
」
と
。

但
だ
仏
名
を
聞
き
、
已
に
勝
因
を
植
え
、
何
を
か
況
ん
や
数
数
の
継
念
を
や
。

○

『
文
殊
般
若
経
』
に
云
う
が
如
し
。

「
一
行
三
昧
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
応
に
空
問
に
処
し
、
諸
の
乱
意
を
舎
す
べ

二
〇
五

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

三
念
佛
名
字
成
就
最
勝
方
便
者
。
夫
法
身
無
朕

暇
于
名
而
法
身
順
矣
。
報
化
無
逡
。
縁
于
名
而

報
化
該
矣
。

須
禰
掲
讃
品
云
。

蜜
受
地
獄
苦
。
得
聞
諸
佛
名
。
不
受
無
量
察
。

而
不
聞
佛
名
。
所
以
于
往
昔
。
無
数
劫
受
苦
。

流
韓
生
死
中
。
不
間
佛
名
故
。

但
聞
佛
名
。
巳
植
勝
因
。
何
況
獄
数
朧
念
。

如
文
殊
般
若
経
云
。

欲
入

一
行
三
昧
。
態
處
空
聞
。
舎
諸
乱
意
。
不

八
十
六
帖
左
上

八
十
華
敵

「
須
弥
頂
上
儡

讃
品
」

　

(大
正
10

・
83

・

a
)

に
は

※
胃
←
寧
と
あ
る
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

※
巳
←
巳
の
誤
植
。

「
文
殊
師
利
所
説
摩
詞
般

若
波
羅
密
経
巻
下
」

(
大
正
8

・
731

・
b
)
に

は※
空
聞
←
空
閑
と
あ
る
。

※
舎
←
捨
と
あ
る
。



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

取
相
貌
。
繋
心

一
佛
。
専
儒
名
字
。
隨
佛
方
所
。

※于
←
繋
t
。

　　　

端
身
正
向
。
能
于

一
佛
念
念
相
績
。
印
是
念
中

能
見
過
去
未
来
現
在
諸
佛
何
以
故
。
念

一
佛
功

徳
無
量
無
逡
。
亦
兵
無
量
諸
佛
功
徳
無
二
皿

阿
禰
陀
経
亦
以
執
持
名
琥
。
禍
往
生
正
因
。
故

知
名
字
功
徳
不
可
思
議
。

又
如
兜
率
偶
讃
品
云
。

以
佛
禍
境
界
。
専
念
而
不
息
。
此
人
得
見
佛
。

其
敵
兵
心
等
。

八
十
華
厳

「
賢
首
品
」

　　　

賢
首
品
云
。

臨
~
ゐ
・―)

　　　

若
‰
念
佛
心
不
動
。
則
常
相
見
鉦
量
佛
。
若
常

※
常
←
能
と
あ
る
。

　　　　　

観
見
無
量
佛
。
則
見
如
来
膿
常
住
。

二
〇
六

し
。
相
貌
を
取
ら
ず
心
に

一
仏
を
繋
し
、
専
ら
名
字
を
称
す
。
仏
の
方
所
に
随

っ

て
身
を
正
向
に
端
ず
。
能
く

一
仏
を
念
念
相
続
す
。
即
ち
是
れ
念
中
に
能
く
過
去

未
来
現
在
の
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
何
を
以
て
の
故
に
。

一
仏
の
功
徳
無
量
無

辺
な
る
を
念
じ
、
亦
、。
無
量
諸
仏
の
功
徳
と
無
二
な
り
」
と
。

『
阿
弥
陀
経
』
に
亦
、

「
執
持
名
号
を
以
て
往
生
の
正
因
と
な
す
」
と
。
故
に

名
字
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
を
知
る
。

又
、

「
兜
率
偶
讃
品
」
に
云
う
が
如
し
。

「
仏
を
以
て
境
界
と
為
し
、
専
念
し
て
1
　ま
ざ
れ
ば
、
此
の
人
は
仏
を
見
る
こ

と
を
得
。
其
の
数
は
心
と
等
し
」
と
。

前
勅
論
持
名
。
故
言
敏
。後
殼
報
化
以
徹
法
身
。

故
言
無
量
。
雖
然
。
人
知
有
量
之
敏
。
而
莫
知

離
量
之
敏
。
知
印
敏
之
名
。而
不
知
離
敏
之
名
。

知
離
敏
之
名
故
終
日
念
而
未
1　
念
也
。
知
離
量

之
敏
。
故
念

一
佛
而
部
偏
掃

一
切
佛
也
。

如
隨
好
光
明
品
云
。

如
我
誕
我
而
不
著
我
。
不
著
我
所
。

一
切
諸
佛

亦
復
如
是
。
自
説
是
佛
。
不
著
于

我

及

以

我

「
若
し
常
に
念
仏
の
心
動
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
常
に
無
量
の
仏
を
剔
見
せ
ん
や
。

若
し
常
に
無
量
の
仏
を
見
す
れ
ば
、
則
ち
如
来
の
体
の
常
任
な
る
こ
と
を
見
た
て

ま

つ
る
」

と
。

前
の
偶
は
持
名
を
論
ず
る
が
故
に
数
と
云
う
。
後
は
報
化
を
兼
ね
て
法
身
に
徹

す
る
を
以
て
の
故
に
無
量
と
い
う
。
然
り
と
雖
も
人
有
量
の
数
を
知
り
。
而
も
離

量
の
数
を
知
る
こ
と
莫
し
。
知
は
即
ち
数
の
名
な
り
。
不
知
は
離
数
の
名
な
り
。

離
数
の
名
を
知
る
が
故
に
終
日
念
じ
、
而
も
未
だ
嘗
て
念
ぜ
ざ
る
な
り
。
離
量
の

数
を
知
る
が
故
に

一
仏
を
念
じ
、
即
ち

一
切
の
仏
を
偏
摂
す
る
な
り
。

「
随
好
光
明
品
」
に
云
う
が
如
にヤ

「
我
れ
我
と
説
き
て
我
れ
に
著
せ
ず
し
て
我
所
に
著
せ
ざ
る
か
如
く
、

一
切
の

諸
仏
も
亦
復
1　
の
如
し
。
自
ら
堤
れ
仏
な
り
と
説
き
て
我
及
以
我
所
に
著
せ
ず
」



然
る
に
初
め
に
此
の
門
に
入
ら
ば
、
必
ず
数
に
依
る
。
曰
く
。
須
ら
く
課
程
を

剋
定
す
べ
し
。

一
自
り
万
、
万
自
り
億
、
念
じ
て
仏
を
離
れ
ず
。
仏
の
心
に
異
な

ら
ず
。
月
水
に
在
り
て
月
水
内
に
非
ら
ざ
る
が
如
し
。
春
に
枝
在
り
て
、
春
の
枝

外
に
非
ら
ざ
る
が
如
し
。
是
の
如
く
仏
を
念
ず
。
名
字
即
ち
法
身
な
り
。
名
字
の

性
は
不
可
得
故
に
法
身
即
ち
名
字
な
り
。
法
身
は

I
切
に
偏
ね
く
が
故
に
乃
至
報

化
は
名
字
に
異
な
ら
ず
。
名
字
は
報
化
に
異
な
ら
ず
。
亦
復
是
の
如
し
。

然
初
入
此
門
。
必
依
乎
叙
。
日
須
剋
定
課
程
。

八
十
六
帖
左
下

　

自

一
而
萬
。
自
萬
而
億
。
念
不
離
佛
。
佛
不
異

心
。
如
月
在
水
。
月
非
水
内
。
如
春
在
枝
。
春

非
枝
外
。
如
是
念
佛
。
名
字
印
法
身
。
名
字
性

不
可
得
故
。
法
身
印
名
字
。
法
身
偏

一
切
故
。

乃
至
報
化
不
異
名
字
。
名
字
不
異
報
化
。
亦
復

如
是
。

故
如
来
名
琥
品
。

謂

一
如
来
名
琥
。
典
法
界
虚
空
界
等
。
隨
衆
生

心
各
別
知
見
。
則
知
世
間
几
所
有
名
。
即
是
佛

名
。
隨
拳

一
名
。
諸
世
同
名
無
不
掘
矣
。

叉
如
吐
鹿
遮
那
品
柄
引
古
先
諸

佛
。

各

各

不

同
。
而

一
以
既
設
概
之
。
以

一
切
諸
佛
皆
有
能

慮
収
身
故
。
古
今
不
異
故
。
如
是
念
佛
。
持

一

佛
名
。
全
牧
法
界
。
全
法
界
名
。
全
法
界
牧
。

非
過
去
。
非
現
在
。
非
未
来
。
亦
非
南
西
北
方

四
維
上
下
。
十
方
三
世
。
営
念
無
除
。
不
歴
刹

所斑

竟文

※
于
←
於
と
あ
る
。

故
に

「
如
来
名
号
品
」
の
如
し
。

「
謂
く
。

一
つ
の
如
来
の
名
号
は
、
法
界
虚
空
界
と
等
し
。
衆
生
心
に
随

っ
て

各
別
に
知
見
す
。
則
ち
知
世
間
は
凡
そ
所
有
の
名
な
り
。
即
ち
是
れ
仏
名
な
り
。

一
名
を
挙
る
に
随
え
ば
、
諸
の
世
間
の
名
に
摂
せ
ざ
る
は
無
し
」
と
。

又

「
晩
慮
遮
那
品
」
の
如
く
、
称
し
て
古
く
は
先
の
諸
仏
を
引
く
。
各
各
不
同

に
し
て
、
而
も

一
の
晩
霞
を
以
て
之
を
概
る
。

一
切
の
諸
仏
に
皆
な
吐
霞
蔵
身
有

る
を
以
て
の
故
に
。
古
今
異
な
ら
が
ざ
る
故
に
是
の
如
く
仏
を
念
ず
。

一
仏
の
名

を
持
し
、
全
て
法
界
に
収
む
。
法
界
の
名
を
全
し
、
法
界
の
収
を
全
す
。
過
去
に

非
ず
現
在
に
非
ず
、
未
来
に
非
ず
。
南
西
北
方
四
維
上
下
十
方
三
世
に
非
ず
。
当

念
に
し
て
余
無
し
。
刹
那
に
歴
ず
し
て
、
成
仏
已
に
竟
る
。一一〇

七

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

那
。
成
佛
巳
竟
。

※
巳
は
已
の
誤
植



四
念
獣
震
遮
那
佛
頓
入
華
巌
法
界
者
。
如
世
主

妙
巌
品
十
方
諸
大
菩
薩
及
天
龍
御

鬼

所

説

諸

頌
。
各
出
自
謐
法
門
。
以
如
来
果
地
投
人
信
解
。

令
入
念
佛
三
昧
。
自
是
脱
如
来
現
相
品
。
以
及

十
信
十
住
十
行
十
回
向
。
各
有
十
方
諸
大
菩
薩

及
諸
世
主
説
帽
讃
佛
。
而
十
地
品
毎
歴

一
地
。

必
日
不
離
念
佛
念
法
念
慰
。
是
知
諸
位
階
次
雖

殊
。
莫
不
以
念
佛
言
其
木
行
。
佛
佛
道
同
。
単

一
吐
盧
掃
無
不
当
。

故
普
賢
十
願
常
隨
佛
學

一
門
云
。

如
此
娑
婆
世
界
獣
盧
遮
那
如
来
。
従
初
変
心
。

精
進
不
退
。以
不
可
説
不
可
説
身
命
而
烏
布
施
。

乃
至
成
大
菩
提
。
入
于
涅
槃
。
如
是

一
切
我
皆

隨
學
。
匹

由
我
本
師
因
地
修
行
。廣
大
無
逡
不
可
思
議
。故

所
感
報
化
。亦
廣
大
無
燈
不
可
思
議
。行
者
誠
能

決
定
信
解
。
知

一
切
佛
不
離
自
性
。起
勇
猛
心
。

起
俗
何
心
。
便
典
本
師
初
護
心
時
等
無
有
異
。

叉
如
寂
静
音
海
夜
8　
言
。

二
〇
八

四

　

念
吐
盧
遮
那
仏
頓
入
華
厳
法
界
門

四
に
庖
盧
遮
那
仏
を
念
じ
て
華
厳
法
界
に
頓
入
す
る
と
は
、

「
世
主
妙
厳
品
」

の
如
く
、
十
方
の
諸
大
菩
薩
及
び
天
竜
神
鬼
、
所
説
の
諸
頌
は
各
自
証
法
門
よ
り

出
る
。
如
来
の
果
地
を
以
て
人
に
信
解
を
発
し
、
念
仏
三
昧
に
入
ら
し
め
、
自
ら

是
に

「
如
来
現
相
品
」
を
説
く
。
以
て
十
信
、
十
住
、
十
行
、

十
廻
向

に
及

ぶ

に
、
各
の
十
方
諸
の
大
菩
薩
と
及
び
諸
の
世
主
有
り
て
偶
を
説
き
仏
を
讃
し
、
而

も

「
十
地
品
」
で
は

一
地
を
歴
る
毎
に
必
ず
不
離
念
仏
念
法
念
僧
と
日
え
り
。
是

れ
諸
位
階
次
を
知
り
殊
な
る
と
雖
ど
も
、
念
仏
を
以
て
其
の
本
行
と
為
ざ
る
は
莫

し
。
仏
と
仏
道
同
じ
く
、
挙
く

一
叱
疸
の
摂
に
し
て
尽
さ
ざ
る
こ
と
無
し
。

同
肌
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

八
十
七
帖
右
上

※
以
下
の
文
は
四
十
華
厳

「
大
正
10

・
845

・
c
」
よ

り
略
出
。

※
以
下
の
文
は
八
十
華
厳

「
入
法
界
品
」

　

(
大
正
10

・
386
・
c
391
・
a
~
b
、

404

・
b
)
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

略
出
。

我
が
本
地
の
因
地
の
修
行
は
、
広
大
無
辺
不
可
思
議
な
る
に
由
る
が
故
に
所
感

報
化
な
り
。
亦
、
広
大
無
辺
不
可
思
議
の
行
は
、
誠
に
能
く
信
解
を
決
定
し
、

一

切
の
仏
は
自
性
を
離
れ
ざ
る
を
知
る
。
勇
猛
心
を
起
こ
し
、
價
何
心
を
起
こ
し
、

便
ち
本
師
と
初
発
心
時
等
に
異
な
り
有
る
こ
と
無
し
。

又
、
寂
静
音
海
夜
神
の
言
う
が
如
にヅ

「
比
の
娑
婆
世
界
の
吐
鼠
遮
那
如
来
の
如
し
。

初
発
心
従
り

精
進
不
退

に
し

て
、
不
可
説
不
可
説
の
身
命
を
以
て
布
施
と
為
す
。
乃
至
大
菩
提
を
成
じ
涅
・槃
に

入
る
。
是
の
如
く

一
切
の
我
は
皆
な
随
学
す
」
と
。



「
我
れ
念
念
出
生
広
大
喜
荘
厳
解
脱
を
得
た
り
。
已
に
能
く
十
不
可
説
不
可
説

の
仏
刹
微
塵
数
の
法
界
安
立
海
の
一
切
の
仏
刹
の
所
有
る
微
塵
を
見
た
て
ま
つ
る

に
、

一
一
の
塵
中
に
不
可
説
不
可
説
の
仏
刹
微
塵
数
の
仏
国
土
有
り
。

一
一
の
仏

土
に
皆
な
吐
息
遮
那
有
り
て
道
場
に
坐
し
、
念
念
の
中
に
於
い
て
等
正
覚

を
成

じ
、
諸
の
神
変
を
現
ず
。
所
現
の
神
変
は

一
一
皆
な

一
切
法
界
海
に
偏
じ
、
而
も

開
敷
樹
華
夜
神
は
、
出
生
広
大
の
喜
光
明
解
脱
門
に
入
り
て
、
叱
息
遮
那
の
往
昔

に
修
せ
し
所
の
行
海
を
憶
念
し
、
悉
く
皆
な
明
ら
か
に
見
た
て
ま
つ
る
。
妙
徳
円

満
神
は
、
自
在
の
受
生
解
脱
門
を
得
た
り
。
吐
息
遮
那
の
無
量

の
受
生
海

に
入

り
、
亦
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
。

一
切
世
界
に
於
い
て

一
一
の
塵
の
中
に
無
量
の

仏
刹
を
示
現
し
て
受
生
し
、
常
に
間
断
無
し
」
と
。

生
海
。
亦
見
如
来
于

一
切
世
界

一
一
塵
中
無
量

佛
刹
。
示
現
受
生
。
常
無
間
断
。
皿

八
十
七
帖
右
下

　

如
是
念
于
既
震
遮
那
印
念
是
佛
。
印
佛
是
念
。

盗
十
方
虚
空
乃
至
鍼
鋒
芥
子
許
。
無

一
不
是
欧

震
法
界
。
是
名
念
法
界
佛
。
亦
名

偏

念

一
切

佛
。
所
以
善
財
童
子
初
參
徳
雲
。
印
聞
念
佛
法

門
。
最
後
普
賢
菩
薩
烏
説
栢
讃
如
来
勝
功
徳
偶

教
人
信
解
。
依
苦
不
離
念
佛
法

門
。

法

界

始

我
得
念
念
出
生
廣
大
喜
荘
巌
解
脱
。
巳
能
入
十

不
可
説
不
可
説
佛
刹
微
塵
敷
法
界
安
立
海
。
見

彼

一
切
法
界
安
立
海
。

一
切
佛
刹
所
有
微
塵
。

一
一
塵
中
。
有
十
不
可
説
不
可
混
佛
刹
微
塵
敷

佛
國
土
。

一
一
佛
土
。
皆
有
既
盧
遮
那
坐
于
道

場
。
于
念
念
中
成
等
正
劈
。
現
諸
榊
昼
。
所
現

9　
鯉
。

一
{
皆
偏

一
切
法
界
海
。
而
開
敷
樹
華

夜
91　
入
出
生
廣
大
喜
光
明
解
脱
門
。
憶
念
改
良

遮
那
往
昔
所
修
行
海
。
悉
皆
明
見
。
妙
徳
目
満

榊
得
自
在
受
生
解
脱
門
。
入
吐
盧
遮
那
無
量
受

『
経
』
に
は

※
得
←
獲
と
あ
る
。

※
既
←
毘
と
あ
る
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

※
偏
←
遍
と
あ
る
。

※
巳
は
已
の
誤
植

是
の
如
く
の
念
は
叱
蹴
遮
那
に
お
い
て
、
即
念
是
仏
、
即
仏
是
念
な
り
。
十
方

虚
空
乃
至
鍼
鋒
芥
子
許
を
尽
く
し
、

一
と
し
て
是
れ
既
は
法
界
な
ら
ざ
る
無
し
。

是
れ
念
法
界
仏
と
名
づ
く
。
亦
偏
念

一
切
仏
と
名
づ
く
。
所
以
に
善
財
童
子
の
初

め
て
徳
雲
に
参
り
て
、
即
ち
念
仏
法
門
を
聞
き
、
最
後
に
普
賢
菩
薩
は
如
来
の
勝

功
徳
を
称
讃
す
る
偶
を
説
き
て
、
人
を
し
て
信
解
教
し
む
る
と
為
す
。
旧
に
依
り

て
念
仏
法
門
を
離
れ
ず
。
法
界
の
始
終
に
は
更
に
二
諦
無
し
。

@

偶
し
て
日
わ
く
。

「
或
は
此
の
界
は
妙
に
し
て
比
ひ
無
く
、
仏
の
無
量
劫
に
厳
浄
す
る
所
、
叱
批

二
〇
九

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

以
下
の
偶
文
は
八
十
華
厳

「
入
法
界
品
」

　

(大
正
10

・
442
・
c
~
棚

・
b
)
よ

り
略
出
。

※
吐
←
毘
と
あ
る
。

絡
。
更
無
二
諦
。

掲
曰
。

或
見
此
界
妙
無
比
。
佛
無
量
劫
所
蔵
浄
。
欧
燈



遮
那
最
勝
首
。
于
中
低
悟
成
菩
提
。
或
有
見
佛

無
量
壽
。
観
自
在
等
所
回
続
。
悉
巳
住
于
濯
頂

地
。
充
満
十
方
諸
世
界
。

又
云
。

或
見
輝
迦
成
佛
道
。
巳
経
不
可
思
議
劫
。
或
見

今
始
言
菩
薩
。
十
方
利
盆
諸
衆
生
。
或
見
如
来

無
量
壽
。
呉
諸
菩
薩
。
授
首
記
。
而
成
無
上
大

導
師
。
次
補
住
于
安
帯
刹
。
匹

是
知
諸
佛
法
界
。
偏
振
偏
融
。
禰
陀
全
皿
遮
那

極
楽
不
離
華
瓶
隨
衆
生
心
。
見
各
不
同
。
而
佛

本
来
常
不
動
故
。
故
末
巻
印
以
回
向

極

楽
終

之
。
具
如
後
文
所
説
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

※
巳
は
已
の
誤
植

※
以
下
の
偶
文
は
八
十
華

厳

「
入
法
界
品
」

　

(
大
正

10

・
443
・
a
~
b
)
よ
り

略
出
。

※
巳
は
已
の
誤
植

ニ
ー
○

遮
那
最
尊
は
、
中
に
於
い
て
覚
悟
し
て
菩
提
を
成
ず
る
を
見
た
て
ま
つ
る
。
或
は

有
る
は
仏
無
量
寿
の
観
自
在
等
に
團
読
せ
ら
れ
、
悉
く
已
に
瀕
頂
地
に
住
し
て
十

方
の
諸
の
世
界
に
充
満
す
る
を
見
た
て
ま
つ
る
」
と
。

又
云
く
。

「
或
は
釈
迦
仏
道
を
成
じ
て
、
已
に
不
可
思
議
の
劫
を
経
た
る
を
見
た
て
ま
つ

り
、
或
は
今
始
め
て
菩
薩
と
為
り
、
十
方
に
諸
の
衆
生
を
利
益
す
る
を
見
た
て
ま

つ
る
。
或
は
如
来
無
量
寿
は
諸
の
菩
薩
の
与
に
尊
記
を
授
け
、
無
上
の
大
導
師
と

成
り
て
、
次
に
安
楽
の
刹
に
補
住
す
る
を
み
る
」
と
。

是
れ
諸
仏
の
法
界
の
偏
摂
偏
融
す
る
を
知
り
、
弥
陀
は
全
く
遮
那
極
楽
を
体
と

し
、
華
蔵
を
離
れ
ず
に
衆
生
心
に
随
い
、
各
不
同
な
る
を
見
る
。
仏
は
本
来
常
に

不
動
な
る
が
故
に
末
巻
に
即
ち
廻
向
極
楽
を
以
て
之
を
終
る
。
具
に
後
文
の
所
説

の
如
し
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

「
如
来
の
功
徳
門
を
成
就
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
十
種
の
広
大
の
行
願
を
修
す

べ
し
。

一
は
礼
敬
諸
仏
、
二
は
称
讃
如
来
、
三
は
広
修
供
養
、
四
は
懺
悔
業
障
、

五
は
随
喜
功
徳
、
六
は
請
転
法
輪
、
七
は
請
仏
住
世
、
八
は
常
随
仏
学
、
九
は
恒

順
衆
生
、
十
は
普
皆
廻
向
、
此
の
願
王
に
お
い
て
受
持
読
誦
し
、
命
終
の
時
に
臨

ん
で
即
ち
極
楽
世
界
に
往
生
す
」
と
。

八
十
七
帖
左
上

四
十
華
厳
巻
第
四
十

(
大
豆
10

・
844

・
b
)

※
于
←
於

五

　

念
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
円
満
普
賢
大
願
門

五
に
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
普
賢
の
大
願
を
円
満
に
す
る
と
は
、

「普
賢

五
念
極
楽
世
界
阿
禰
陀
佛
圓
高
普
賢
大
願
者
。

普
賢
行
願
品
云
。

欲
成
就
如
来
功
徳
門
。
雷
修
十
種
廣
大
行
願
。

一
者
鐙
敬
諸
佛
。
二
者
信
讃
如
来
。
三
者
廣
修

供
養
。
四
者
懺
悔
業
障
。
五
者
隨
喜
功
徳
。
六
者

請
諮
法
輪
。
七
者
請
佛
住
世
。
八
者
常
隨
佛
學
。

九
者
恒
順
衆
生
。
十
者
普
皆
回
向
。于
此
願
王
受



是
の

『
経
』
は
専
ら
吐
虚
の
境
界
を
顕
わ
す
。
云
何
か
必
ず
極
楽
を
以
て
帰
と

為
す
や
。
蓋
し
阿
陀
弥

一
つ
に
無
量
光
と
名
づ
け
、
而
も
既
疸
遮
那
は
此
れ
光
明

偏
照
と
翻
す
。
同

一
の
体
故
に
、
去
来
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
、

一
体
の
中
に
お
い

て
要
ず
去
来
を
凝
げ
ざ
る
が
故
に
。

『
大
乗
起
信
論
』
に
云
う
が
如
し
。

「
衆
生
初
め
是
の
法
を
学
し
、
正
信
を
欲
求
す
る
も
其
の
心
怯
弱
な
り
。
此
の

娑
婆
世
界
に
住
す
る
を
以
て
、
常
に
諸
仏
に
値

っ
て
親
承
供
養
す
る

こ
と
能

は

ず
。
意
退
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
当
に
知
る
べ
し
。
如
来
勝
方
便
あ
り
て
信
心
を
摂

護
す
。
謂
く
、
専
ら
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念̀
じ
て
修
す
る
所
の
善
根
を

廻
向
し
て
、
彼
の
世
界
に
生
ぜ
ん
と
願
求
せ
ば
、
即
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
常

に
仏
を
見
る
が
故
に
終
に
退
す
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
」
と
。

蓋
し
、
叱
疸
の
報
土
は
、
二
乗
凡
夫
と
接
引
の
分
無
し
。
而
も
極
楽
は
則
ち
九

品
の
分
張
な
り
。
万
流
斉
し
く
赴
き

一
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
横
に
生
死
を
截

し
、
此
の
娑
婆
を
視
、
退
し
て
勝
劣
を
分
け
、
諸
経
広
明
な
り
。
今
、
録
を
具
せ

ず
。
然
る
に
他
経
の
指
す
所
に
、
或
は
十
念
と
言
い
、
或
は

一
日
乃
至
七
日
と
言

い
、
或
は
丈
六
乃
至
六
十
万
億
那
由
他
の
恒
河
沙
由
旬
を
観
ず
。
之
を
要
す
に
数

量
を
出
さ
ず
。
未
だ
若
か
ず
。
此
の
経
は

一
念
普
観
な
り
。
賢
に
三
世
に
窮
し
、

横
に
十
虚
に
亘
め
る
。
初
発
心
時
に
即
ち
数
量
を
超
え
、
所
有
る
浄
因
の
な
か
最

も
殊
勝
と
為
し
、
阿
弥
陀
仏
に
由
り
、
四
十
八
願
を
以
て
衆
生
を
偏
摂
す
。
此
の

一ニ

ー

持
讃
誦
。臨
命
終
時
。印
得
往
生
極
楽
世
界
。
皿

■● -

是
経
専
順
眺
盧
境
界
。
云
何
必
以
極
楽
鋸
昂
。

蓋
阿
弧
陀

一
名
無
量
光
。
而
欧
盧
遮
那
此
翻
光

明
偏
照
。
同

一
膿
故
。
非
去
来

故
。

于

一
頭

中
。
要
亦
不
凝
去
来
故
。

如
大
乗
起
信
論
云
。

衆
生
初
學
是
法
。
欲
求
正
信
。
其
心
怯
弱
。
以

・
住
此
娑
婆
世
界
。
不
能
常
値
諸
佛
。親
承
供
養
。

意
欲
退
者
。

営
知
如
来
有
勝
方
便
。

揖

護

信

心
。
謂
専
念
西
方
極
楽
世
界
阿
禰
陀
佛
。
所
修

善
根
。
回
向
願
求
生
彼
世
界
。
即
得
往
生
。
常

見
佛
故
。
絡
無
有
退
。
皿

蓋
晩
霞
報
土
。
典
二
示
凡
夫
無
接
引
之
分
。
而

極
楽
則
九
品
分
張
。
萬
流
斉
赴
。

一
得
往
生
。

、

　　

横
截
生
死
。
祀
此
娑
婆
。
廻
分
勝
劣
。
諸
経
廣

明
。
今
不
具
録
。
然
他
経
所
指
。
或
言
十
念
。

或
言

一
日
乃
至
七
日
。
或
観
丈
六
。
乃
至
六
十

萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
。
要
之
不
出
裁
量
。

未
若
此
経

一
念
普
観
。
竪
窮
三
世
。

横

亘

十

虚
。
初
殷
心
時
。
即
超
裁
量
。
所
有
浄
因
。
最

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』



下
の
文
に
云
わ
く
。

「
到
り
已
て
即
ち
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
文
殊
師
利
菩
薩

・
普
賢
菩
薩

・
観
自
在
菩
薩

・
弥
勒
菩
薩
等
、
共
に
関
続
せ
し
む
」
と
。

文
殊

・
普
賢
、
此
の
処
を
離
れ
ず
し
て
彼
方
を
現
じ
、
衆
生
心
に
随
う
。
念
念

に
出
現
す
る
が
故
に
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
中
に
在
る
を
知
り
、
常
に
此
の
経
を
転

じ
て
熾
然
し
て
無
間
な
り
。
又
、
此
の
法
門
は
妙
智
を
観
察
し
、
以
て
我
心
の
本

具
の
浄
因
を
明
か
す
こ
と
無
き
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
文
殊
を
首
と
す
。
大
願
の
荘

厳
は
以
て
我
心
の
木
具
の
浄
果
を
円
に
す
る
こ
と
無
き
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
普
賢

を
次
と
す
。
而
も
観
音

・
弥
勒
は
、

一
に
し
て
則
ち
次
に
弥
陀
を
補
い
、

一
に
し

て
則
も
次
に
釈
迦
を
補
う
。
二
聖
同
会
に
し
て
楽
邦
華
蔵
を
証
す
る
を
以
て
一
に

し
て
無
二
に
通
ず
。
而
も
弥
勒
は
諦
観
を
以
て
十
方
唯
識
と
な
る
。
識
心
円
明
に

し
て
入
円
成
実
な
り
。
此
れ
浄
土
の
正
因
な
り
。
観
音
は
如
幻
聞
照
無
作
妙
力
な

る
を
以
て
国
土
に
偏
入
し
、
菩
提
を
成
就
す
。
此
れ
浄
土
の
極
果
な
り
。

二

一
二

願
王
の
体
と
合
す
れ
ば
虚
空
に
し
て
絲
毫
を
隔
て
ず
。
是
の
故
に
時
を
移
さ
ず
。

処
を
易
え
ず
し
て
任
運
に
往
生
す
。
還
て
本
よ
り
得
る
に
同
じ
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

鋸
殊
勝
。
由
阿
禰
陀
佛
以
四
十
八
願

偏
振
衆

生
。
呉
此
願
王
膿
合
虚
空
絲
毫
不
隔
。
是
故
不

移
時
。
不
易
處
。
任
運
往
生
。
還
同
本
得
。

八
十
七
帖
左
下

※
巳
は
已
の
誤
植

※
四
十
華
厳

(
大
正
10

・

846

・
c
)
に
は
以
下

「
此

諸
菩
薩
色
相
端
厳
。
功
徳

具
足
」
の
文
あ
れ
ど
今
は

略
す
。

※
巳
は
已
の
誤
植

※
四
十
華
厳

(
大
正
10

・

846

・
c
)
に
は
以
下

「
普

於
十
方
不
可
説
不
可
説
世

界
」
の
文
あ
れ
ど
今
は
略

す
。

下
の
文
に
云
わ
く
。

「
其
の
人
自
ら
蓮
華
中
に
生
じ
仏
の
授
記
を
蒙
を
見
た
て
ま
つ
り
て
授
記
を
得

る
を
已
り
、
無
数
百
千
万
億
那
由
他
劫
を
経
て
、
智
慧
力
を
以
て
衆
生
心
に
随
て

而
も
利
益
と
為
す
。
久
し
か
ら
ず
し
て
当
に
菩
提
道
場
に
坐
し
、
魔
軍

を

降
伏

下
文
云
。

到
巳
。
印
見
阿
禰
陀
佛
文
殊
師
利
菩
薩
普
賢
菩

薩
観
自
在
菩
薩
禰
勒
菩
薩
等
。
所
共
関
続
。
皿

文
殊
普
賢
。
不
離
此
處
而
現
彼
方
。隨
衆
生
心
。

念
念
出
現
。
故
知
阿
頭
陀
佛
在
極
楽
國
中
。
常

轄
此
経
。
熾
然
無
間
。
又
此
法
門
。
非
妙
智
観

察
。
無
以
明
我
心
本
具
之
浄
因
。
故
首
文
殊
。

非
大
願
荘
巌
。
無
以
間
我
心
本
具
之
浄
果
。
故

次
普
賢
。
而
観
音
禰
勒
。

一
則
次
補
禰
陀
。

一

則
次
補
憚
迦
。

二
聖
同
會
。
以
設
楽
邦
華
蔵
通

一
無
二
。
而
禰
勒
以
諦
観
十
方
唯
識
。
識
心
圓

明
。
入
圓
成
賓
。
此
浄
土
之
正
因
也
。
観
音
以

如
幻
聞
黒
無
作
妙
力
。
偏
入
國

土
。

成

就
菩

提
。
此
浄
土
之
極
果
也
。

下
文
云
。

其
人
自
見
生
蓮
華
中
。
蒙
佛
授
記
。
得
授
記
巳
。

経
于
無
敵
百
千
萬
億
那
由
他
劫
。
以
智
慧
力
。

隨
衆
生
心
而
具
利
盆
。
不
久
富
坐
菩
提
道
場
。



至
吉
于
未
来
劫
海
。
廣
能
利
盆

一

化
成
熟
。

切
衆
生
。

四
十
華
厳

(
大
正
10

・
846

・
c
)

に
は

※
極
微
塵
数
←
極
微
塵
数

世
界
と
あ
る
。

※
于
←
於
と
あ
る
。

降
伏
魔
軍
。
成
等
正
党
。
韓
妙
法
輪
。
能
令
佛

刹
極
微
塵
敷
衆
生
殷
菩
提
心
。
隨
其
根
性
。
敦

し
、
等
正
覚
を
成
ず
べ
し
。
妙
法
輪
に
転
じ
、
能
く
仏
刹
極
微
塵
数
の
衆
生
の
菩

提
心
を
発
さ
せ
し
む
。
其
の
根
性
に
随
い
、
教
化
を
成
熟
し
、
乃
至
未
来
劫
海
を

尽
く
し
、
広
く
能
く

一
切
衆
生
を
利
益
す
」
と
。

文竟 乃

①

　

第

一
問
答

或
い
は
間
う
。
上
の
五
門
の
如
き
は

一
門
よ
り
入
る
べ
き
と
為
す
や
、
是
の
五

門
の
並
入
と
為
す
や
。

答
う
。
上
根
に
し
て
利
智
な
る
も
の
は
、
了
に
自
性
の
弥
陀
な
る
を
得
。
全
て
唯

心
浄
土
な
る
を
顕
わ
し
、
挙
ぐ

一
法
身
に
摂
し
て
尽
さ
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
然

れ
ば
理
は
則
ち
頓
悟
な
る
も
事
は
漸
除
を
須
つ
。
故
に
華
厳
の
教
は
十
住
の
初
心

に
諸
仏
と
即
同
す
る
こ
と
を
指
す
も
、
然
る
に
五
位
進
修
し
て
無
趣
向
な
ら
ず
。

未
だ
妙
覚
に
趨
ら
ざ
れ
ば
階
次
は
宛
然
た
り
。
十
地
に
至
り
始
終
に
大
願
力
を
以

て
一
念
の
頃
に
多
百
仏

・
多
千
仏
乃
至
百
千
億
那
由
他
仏
に
見
ゆ
。
所
居
の
地
は

悉
く
所
見
の
仏
に
随
い
て
差
等
お
り
と
為
す
。
此
の
土
の
行
人
は
縦
い
能
く
伏
惑

し
て
発
悟
す
れ
ど
も
、
未
だ
無
性
を
証
せ
ざ
れ
は
胃
ぞ
後
有
を
逃
れ
ん
や
。
仏
力

に
依
ら
ざ
れ
ば
功
行
は
円
な
る
こ
と
難
し
。
必
ず
廻
向
の
楽
邦
を
待
ち
、
親
し
く

ニ

ニ
ニ

或
問
。
如
上
五
門
。
将
官
従

一
門
入
。
将
是
五

門
並
入
。

八
十
八
帖
右
上

　

答
。
上
根
利
智
。
了
得
自
性
禰
陀
。
全
順
唯
心

浄
土
。
単

一
法
身
。
損
無
不
轟
。

然

理

則

頓

悟
。
事
須
漸
除
。
故
華
巌
教
指
。
十
住
初
心
印

同
諸
佛
。
然
五
位
進
修
。
不
無
趣
向
。
未
頚
妙

党
。
階
次
宛
然
。
至
十
地
始
終
。
以
大
願
力
。

于

一
念
頃
見
多
百
佛
多
千
佛
。
乃
至
百
千
億
那

由
他
佛
。
所
居
之
地
。
悉
隨
所
見
之
佛
而
将
差

等
。
此
土
行
人
。
縦
能
伏
惑
凌
悟
。
而
未
澄
無

生
。
雷
逃
後
有
。
不
依
佛
力
。
功
行
難
問
。
必

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

五

　

問

　

答

全
部
華
厳
は
此
れ
に
於
い
て
結
果
す
。
諸
有
の
智
人
は
決
し
て
宜
し
く
信
入
す

べ
し
。

一
念
を
因
循
せ
ば
、
輪
廻
無
尽
な
り
。
鳴
呼
苦
哉
。

全
部
華
巌
。
于
此
結
果
。
諸
有
智
人
。
決
宜
信

入
。

一
念
因
循
。
輪
回
無
害
。
鳴
呼
苦
哉
。



修
。
助
歴
勝
智
。
感
慮
道
交
。
功
無
盧
棄
。
斯

則
全
憑

一
念
。
便
撮
諸
門
。
所
貴
組
利

一
原
。

切
忌
回
頭
轄
脳

※

「
所
貴
の
利
は

一
原
を

絶
す
」
と
読
む
べ
き
か
。

※

「
切
忌
回
頭
転
脳
」
は

分
別
を
傷
む
語
と
し
て

解
す
。

ニ

ー
四

授
記
を
承
け
、
諸
の
余
習
を
浄
め
て
願
王
を
成
満
す
べ
し
。
斯
れ

一
門
よ
り
超
出

せ
る
妙
荘
厳
路
と
為
す
。
其
れ
或
い
は
粗
に
し
て
向
上
を
窺
う
も
未
だ
疑
情
を
尽

さ
ざ
れ
ば
、
尤
須
ら
く
専

一
に
持
名
す
べ
し
。・
発
願
を
恕
勤
す
る
こ
と
子
の
母
を

憶
う
が
如
し
。
畢
命
を
期
と
為
し
、
加
え
て
教
観
を
以
て
黒
修
し
、・
5　
智
を
助
発

す
。
感
応
道
交
し
て
功
に
虚
棄
無
し
。
斯
れ
則
ち
全
く

一
念
に
憑
り
て
便
ち
諸
門

を
摂
す
。
所
貴
は
利
を
絶
し
て

I
原
た
り
。
切
に
回
頭
転
脳
す
る
を
忌
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

待
回
向
楽
邦
。
親
承
授
記
。
浄
諸
節
習
。
成
満

願
王
。
斯
烏

一
門
超
出
妙
荘
巌
路
。
其
或
粗
窺

向
上
。
夫
轟
疑
情
。
尤
須
専

一
持
名
。
勉
勤
腿

願
。
如
子
憶
母
。
畢
命
焉
期
。
加

以
教

観
照

※
子
…
二
人
称
の
敬
称

八
十
八
帖
右
下

　

今
此
華
巌
。
正
常
其
教
。
至
観
経
上
品
上
生
者
。

必
誦
讃
大
乗
方
等
経
典
。
言
大
乗
方
等
。
則
又

莫
若
華
巌
最
雅
第

一
。
因
果
無
差
。有
何
紆
曲
。

第

二
問

答

又
、
問
う
。
子
、
念
仏
法
門
を
閉
か
ん
と
欲
す
に
、
何
ぞ
浄
土
諸
経
を
以
て
導

と
為
さ
ず
し
て
、
力
め
て
華
厳
を
主
と
な
し
、
果
に
拠
り
て
因
を
論
じ
、
難
を
恐

れ
て
合
轍
す
る
や
。

答
う
。
子

『
無
量
寿
経
』
を
読
ま
ざ
る
や
。
経
中
の
叙
分
、
首
に
普
賢
の
行
願
を

述
ぶ
。
勧
進
行
人
・
三
輩
往
生
は
倶
に
発
菩
提
心
を
云
‰

終
に
之
れ
仏
智
・
不

思
議
智

・
不
可
称
智

・
無
等
無
倫
最
上
勝
智
を
了
せ
ざ
る
を
以
て
、
縦
い
功
徳
を

修
す
る
も
還
び
胎
生
に
堕
す
。
然
れ
ど
も
則
ち
誠
に
宝
蓮
華
に
坐
し
不
退
地
に
登

ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
也
文
殊
の
智
に
依
り
て
普
賢
の
願
を
建
て
、
回
向
し
て

往
生
す
。

今
此
の
華
厳
は
正
し
く
当
に
其
の
教
な
る
べ
し
。

『
観
経
』
の
上
品
上
生
に
至

る
者
、
必
ず
大
乗
方
等
経
典
を
誦
読
か

大
乗
方
等
と
言
う
は
、
則
ち
又
華
厳
の

最
尊
第

一
に
し
て
因
果
無
差
に
若
く
は
莫
し
。
何
ぞ
紆
曲
す
る
こ
と
有
ら
ん
や
。

又
問
。
子
欲
閥
念
佛
法
門
。
何
不
以
浄
土
諸
経

篤
導
。
而
力
主
華
巌
。
攘
果
論

因
。

恐

難

合

轍
。

答
。
子
不
漬
無
量
壽
経
乎
。
経
中
叙
分
。
首
述

普
賢
行
願
。
勘
進
行
人
。
三
輩
往
生
。
倶
云
登

菩
提
心
。
終
之
以
不
了
佛
智
不
思
議
智
不
可
将

智
無
等
無
倫
最
上
勝
智
。
縦
修
功
徳
。
還
堕
胎

生
。
然
則
誠
欲
坐
賓
蓮
華
。
登
不
退
地
。
必
也

依
文
殊
智
。
建
普
賢
願
。
回
向
往
生
。



又
、
問
う
。
華
厳
の
法
界
、
密
義
に
し
て
重
々
な
り
。
無
量
の
修
多
羅
を
以
て

谷
属
と
為
す
。
云
何
か
唯

一
念
仏
門
の
み
を
し
て
能
く
普
摂
す
る
と
な
す
や
。

答
う
。
誠
に
所
説
の
如
き
は
教
指
宏
深
た
り
。
但
、
入
道
の
初
心
に
自
ら
方
便

有
り
て
此
の
一
門
に
入
る
。
乃
ち
能
く
無
辺
の
法
界
に
偏
徹
す
。
是
の
故
に
善
財

童
子
は
普
賢
の
一
毛
孔
中
に
於
い
て
不
可
説
不
可
説
の
仏
刹
微
塵
数
世
界

を

過

ぎ
、
未
未
劫
を
尽
し
、
念
念
に
し
て
無
辺
の
刹
海
を
周
祠
す
。
此
の
念
仏
の
人
も

亦
復
是
の
如
し
。

一
念
は
本
よ
り
無
量
な
る
を
以
て
の
故
に
。

第

三

問

答

ま

t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑩

且
、
杜
順
は
法
界
観
に
三
門
を
特
設
す
。

一
は
真
空
門
。
妄
情
を
節
び
以
て
理

を
顕
わ
す
。
即
ち
前
の
念
仏
の
法
身
は
是
れ
な
り
。
二
は
理
事
無
限
門
。
理
事

を
融
し
て
以
て
用
を
顕
わ
す
。
即
ち
前
の
念
仏
の
功
徳
は
是
れ
な
り
。
三
は
周

徊
含
容
門
。
事
々
を
摂
し
て
以
て
元
を
顕
わ
す
。
即
ち
前
の
念
仏
の
名
字
は
是

れ
な
り
。

又
清
涼
の
「疏
」
は
四
法
界
に
分
10

一
心
に
念
仏
し
て
余
業
を
雑
え
ざ
れ
ば
即
ち
事
法
界
に
入
る
。
心
仏
雙
つ
沢
じ

て

I
真
の
み
独
脱
す
れ
ば
即
ち
理
法
界
に
入
る
。
即
心
即
仏
に
し
て
大
用
斉
し

く
彰
な
れ
ば
即
ち
理
事
無
凝
法
界
に
入
る
。
非
仏
非
心
に
し
て
神
妙
不
測
な
れ

ば
即
ち
事
々
無
凝
法
界
に
入
る
。
是
に
知
ん
ぬ
。

}
念
仏
門
は
法
と
し
て
摂
せ

ニ

ー
五

又
開
。
華
巌
法
界
。
密
義
重
重
。
以
無
量
修
多

羅
而
具
谷
詣
。
云
何
唯

一
念
佛
門
而
能
普
撮
。

答
。
誠
如
所
説
。
教
指
宏
深
。
但
入
道
初
心
。

自
有
方
便
。
入
此

一
門
。
乃
能
偏

徹

無

逡

法

界
。
是
故
善
財
童
子
于
普
賢

一
毛
孔
中
。
過
不

可
説
不
可
説
佛
刹
微
塵
数
世
界
。
書
未
来
劫
。

念
念
周
偏
無
逡
刹
海
。
此
念
佛
人
亦
復
如
是
。

以

一
念
本
無
量
故
。

且
杜
順
法
界
観
。
特
設
三
門
。

一
気
空
門
。
簡

妄
情
以
順
理
。
印
前
念
佛
法
身
是
。
二
理
事
無

凝
門
。
融
理
事
以
順
用
。
印
前
念
佛
功
徳
是
。

三
周
偏
含
容
門
。
掃
事
事
以
穎
元
。
同
前
念
佛

名
字
是
。

又
清
涼
疏
分
四
法
界
。

T
む
念
佛
。
不
雑
除
業
。
同
入
事
法
界
。
心
佛

雙
混
。

一
肩
狸
脱
。
同
入
理
法

界
。
印

心
同

佛
。
大
用
斉
彰
。
印
入
理
事
無
凝
法
界
。
非
佛

非
心
。
9　
妙
不
測
。
同
入
事
事
無
雁
法
界
。
是

訳
註

・『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』



又
、
間
う
。
方
山
の
論
に
は
、
他
方
の
浄
土
は
是
れ
権
に
し
て
実
に
非
ず
と
副

ニ

ー
六

ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
此
の
経
は
毘
言
を
以
て
導
と
為
し
、
極
楽
を
以
て
帰
と

為
す
。
既
に
弥
陀
を
観
え
る
に
華
蔵
を
離
れ
ず
、

家
珍
具
足

し
力
用
無
辺

た

り
。
此
の
門
に
入
ら
ず
ん
ば
終
に
究
竟
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

第

四

問

答

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

知

一
念
佛
門
。
無
法
不
撮
。
故
此
経
以
此
霞
貨

導
。
以
極
楽
鋸
昂
。
既
腿
佃
陀
。
不
離
華
蔵
。

家
珍
具
足
。
力
用
無
逡
。
不
入
此
門
。終
非
究
竟
。

若
く
は
円
教
を
修
し
て
因
と
為
し
実
相
に
深
達
し
て
普
賢
の
行
願
を
以
て
廻
向

し
て
往
生
す
。
便
ち
実
報
土
を
感
得
し
親
し
く
仏
記
を
承
け
て
、
分
に
寂
光
を
証

す
。
是
の
故
に
権
乗
に
住
す
る
者
は

一
切
皆
な
権
な
り
。

『
法
華
』
の
化
城
の
如

し
。
自
心
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
に
。
実
相
を
明
す
者
は
、

一
切
皆
実
に
し
て
此
の

『
経
』
の
極
楽
の
如
し
。
全
て
華
蔵
を
具
え
る
が
故
に
。
方
山
の
著
論
の
時
、
行

て
経
文
巻
、
未
だ
此
方
に
至
ら
ず
。
故
に
浄
土

一
門
、
侃
く
分
別
を
生
じ
、
却

っ

願
の
末
に
与
て
互
相
に
乖
刺
す
。
須
く
真
に
従
て
幻
を
起
し
、
幻
に
即
す
れ
ば
真

を
全
し
、
生
滅
倶
に
離
れ
て
自
他
不
二
な
り
と
知
る
べ
し
。

う
。
今
の
所
論
に
準
ず
れ
ば
云
何
に
会
通
す
る
や
。

答
う
。
教
は
四
土
に
分
つ
。

一
は
常
寂
光
土
、
果
仏
の
所
居
な
り
。
二
は
実
報

土
、。
法
身
大
士
の
所
居
な
り
。
三
は
有
余
土
、
二
乗
の
所
居

な
り
。

四

は

同
居

土
、
凡
聖
交
ま
し
て
或
は
稿
或
は
浄
な
り
。
此
の
土
の
行
人
、
専
念
に
力
め
て
諸

の
功
徳
を
修
し
西
方
に
廻
向
す
る
も
、
惑
業
未
だ
断
ぜ
ざ
る
を
以
て
同
居
土
に
生

ず
。
欣
厭
既
に
切
り
、
粗
漏
漸
く
除
く
。
聞
法
増
進
し
て
有
余
土
に
生
ず
。

八
十
八
帖
左
上

　

叉
問
。
方
山
論
謂
他
方
浄
土
。
是
程
非
寅
。
準

今
所
論
。
如
何
會
通
。

答
。
教
分
四
土
。

一
常
寂
光
土
。
果
佛
所
居
。

二
賓
報
土
。
法
身
大
士
所
居
。
三
有
飴
土
。
二

乗
所
居
。
四
同
居
土
。
凡
聖
交

參
。

或
叙

或

浄
。
此
土
行
人
。
以
専
念
力
。
修
諸
功
徳
。
回

向
西
方
。
惑
業
未
断
。
生
同
居

土
。
欣
欣

既

切
。
粗
漏
漸
除
。
聞
法
増
進
。
生
有
除
土
。

若
修
圖
教
言
因
。
深
達
宮
相
。
以
普
賢
行
願
。

回
向
往
生
。
便
感
得
宣
報
土
。
親
承
佛
記
。
分

鐙
寂
光
。
是
故
。
住
権
乗
者
。

一
切
皆
権
。
如

法
華
化
城
。
不
外
自
心
故
。
明
宮
相
者
。

一
切

皆
賓
。
如
此
経
極
楽
。
全
具
華
蔵
故
。
方
山
著

論
時
。
行
願
末
巻
未
至
此
方
。
故
于
浄
土

一
門
。

軋
生
分
別
。
却
典
経
文
互
相
乖
剌
。
須
知
従
侃

題
幻
。
印
幻
全
員
。
生
滅
倶
離
。
自
他
不
二
。



第

五

問

答

一
念
目
融
。
普
周
法
界
。
方
篤

一
服

中

道

了

義
。
且
方
山
喫
緊
提
唱
。

唯
在
十
住
初
心
印
成
正
劈
。
然
依
教
詮
判
。
正

大
不
易
。
何
則
圓
信
位
中
。
見
思
惑
書
。
井
断

塵
沙
。
進
入
目
住
。
諮
破
無
明
。
謐
無
生
忍
。

位
斉
別
教
初
地
。

若
依
自
力
。
讐
彼
察
眠
。
啜
希
賓
位
。
印
川
本

来
是
佛
。
不
落
階
梯
。
亦
頼
善
巧
方
便
。
始
能

剋
鐙
。
何
如
行
願
末
巻
中
誕
以
深
信
心
。
持
誦

十
大
願
王
。
一
刹
那
中
。
往
生
極
楽
。住
不
退
特
。

従
几
夫
地
。
創
溌
信
心
。
横
超
直
入
。
至
目
至

八
十
八
帖
左
下

　

頓
・
無
比
無
倫
―
幸
遇
完
経
―
因
縁
非
浅
゜
衣

珠
故
在
。
客
作
徒
剪
。
奉
勧
高
流
。同
心
信
受
。

一
念
に
円
融
し
て
法
界
に
普
周
し
、
方
に
一
乗
中
道
の
了
義
と
為
す
。
且
く
、

方
山
は
喫
緊
し
て
提
唱
す
。

唯
、
十
住
の
初
心
に
在
り
て
即
ち
正
覚
を
成
ず
。
然
る
に
教
詮
に
依
り
て
判
ず

る
に
、
正
し
く
大
に
し
て
不
易
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
則
ち
円
信
の
位
の
中
に
お

い
て
見
思
の
惑
を
尽
し
、
井
び
に
塵
沙
を
断
じ
て
、
進
ん
で
円
住
に
入
る
。
無
明

を
訟
破
し
て
無
生
忍
を
証
す
る
に
、
位
は
別
教
の
初
地
に
斉
し
。

若
し
自
力
に
依
ら
ば
、
彼
の
群
削
の
啜
に
宝
位
を
希
う
に
讐
う
。
即
ち
本
来
是

仏
に
し
て
階
梯
を
落
ち
ず
と
謂
い
、
亦
善
巧
方
便
を
頼
り
始
め
能
く

証

を

剋

め

る
。
何
如
な
れ
ば
行
願
の
末
巻
中
に
深
信
の
心
を
以
て
十
大
願
王
を
持
誦
し
て
、

一
刹
那
中
に
極
楽
に
往
生
し
て
不
退
転
に
住
す
と
説
く
。
凡
夫
地
よ
り
創
め
て
信

心
を
発
し
横
超
に
直
入
す
。
至
円
至
頓
た
る
こ
と
無
比
無
倫
な
り
。
幸
く
ば
完
経

に
遇
い
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
こ
と
を
。
衣
珠
は
故
よ
り
在
り
。
客
は
徒
労
を
作
る
。

高
流
を
奉
勧
し
同
心
信
受
せ
よ
。

車
輪
の
如
く
な
る
を
見
、
其
の
上
に
坐
す
。
但
、
直
ち
に
華
蔵
に
趣
く
こ
と
を
得

る
に
、
何
ぞ
更
に
弥
陀
に
囮
え
る
を
須
た
ん
。

答
う
。
華
蔵
の
世
界
に
十
不
可
説
の
仏
刹
微
塵
数
の
香
水
海
有
り
。
十
不
可
説

ニ

ー
七

又
問
。
隋
檜
盛
幹
作
華
瓶
観
。
臨
終
見
大
水
佃

満
。
華
如
車
輪
而
坐
其
上
。
但
得
直
趣
華
瓶
。

何
須
更
凱
禰
陀
。

答
。
華
蔵
世
界
。
有
十
不
可
説
佛
刹
微
塵
敷
香

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

又
、
問
う
。
隋
の
僧
霊
幹
は
華
蔵
観
を
作
る
。
臨
終
に
大
水
弥
満
し
て
、
華
の



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

水
海
。
有
十
不
可
説
微
塵
数
世
界
種
安
住
。

一

一
世
界
種
。
復
有
不
可
説
佛
刹
微
塵
敷
世
界
。

西
方
極
楽
亦
在
其
中
。

首
扨
厳
云
。

若
飛
心
中
采
禰
鼓
慧
。
及
兵
浄
願
。
自
然
心
開

見
十
方
佛
。

一
切
浄
土
。
隨
願
往
生
。

今
銀
幹
所
生
。
其
将
極
楽
浄
土
邪
。
其
寫
徐
方

浄
土
邪
。
倶
未
可
知
。
然
則
但
競
佃
陀
。
印
是

直
趣
華
蔵
。
前
有
善
財
。
後
有
龍
樹
。
如
斯
軌

轍
。
千
聖
同
行
。
不
遵
佛
勅
。
自
困
多
岐
。
是

則
名
将
可
憐
惘
者
。
更
以
近
事
徴
之
。

宋
明
州
草
庵
道
因
修
圖
頓
教
観
。
晩
主
延
慶
。

乾
道
三
年
四
月
十
七
日
。
別
徒
衆
目
。
華
厳
世

界
。
洞
徹
湛
明
。
甚
適
我
懐
。
今
将
行
矣
。
乃

令
畢
所
述
佃
陀
m
曰
。
無
追
刹
海
海
涵
空
。
海

空
全
是
蓮
華
宮
。
蓮
宮
周
偏
偏
空
海
。
空
海
狸

露
禰
陀
容
。
阿
佃
陀
佛
不
生
滅
。
難
兌
難
枯
水

中
月
。
絶
非
離
旬
如
是
身
。
如
是

感

通

如

是

八
十
九
帖
右
上

　

説
。
我
興
禰
陀
本
不
二
。
妄
受
潜
生
忽
成
異
。

従
今
掃
轟
空
有
塵
。
父
子
天
然
雨
相
値
。
1　
修

三
扇
勤
六
念
。
身
口
意
業
無
瑕
砧
。
我
今
以
此

二

一
八

微
塵
数
世
界
の
種
に
安
住
す
る
に

一
一
の
世
界
の
種
有
り
。
復
不
可
説
仏
刹
微
塵

数
の
世
界
有
り
。
西
方
極
楽
も
亦
其
の
中
に
有
り
。

『
首
将
厳
』
に
云
ぐ
。

「
若
し
飛
心
の
中
に
福
を
兼
ね
慧
を
兼
ね
及
び
浄
願
を
与
え
ば
、
自
然
の
心
は

十
方
の
仏
に
開
見
し
、

一
切
の
浄
土
に
随

っ
て
往
生
を
願
う
な
り
」
と
。

今
霊
幹
の
生
ず
る
所
、
其
れ
極
楽
浄
土
と
為
す
邪
、
其
れ
余
方
の
浄
土
と
為
す

邪
。
倶
に
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ば
則
ち
但
、
弥
陀
に
観
え
即
ち
是
れ
直
に

華
蔵
に
趣
か
ん
。
前
に
善
財
有
り
。
後
に
龍
樹
有
り
。
斯
の
軌
轍
の
如
く
千
聖
同

行
す
。
仏
勅
に
遵
わ
ず
ん
ば
自
ら
多
岐
に
困
ら
ん
。
是
れ
則
ち
名
け
て
憐
面
す
べ

き
者
と
為
す
。
更
に
近
事
を
以
て
之
を
徴
す
。

宋
の
明
州
の
草
庵
道
因
、
円
頓
の
教
観
を
修
し
、
晩
△
年
∇
延
慶
△
寺
▽
を
主

Λ
住
∇
と
す
る
。
乾
道
三
年

(
一
一
六
七
年
)
四
月
十
七
日
、
徒
衆
に
別
れ
て
日

わ
く
、
華
厳
の
世
界
は
洞
徹
湛
明
た
り
。
甚
だ
我
が
懐
に
適
い
た
り
。
今
、
将
に

行
か
ん
と
す
と
。
乃
ち
、
所
述
の
弥
陀
の
讃
を
挙
げ
し
め
て

曰
く
。

無
辺

の
刹

海
、
海
は
空
に
涵
る
。
海
空
全
く
是
れ
蓮
華
宮
、
蓮
宮
周
偏
し
て
空
海
に
遍
す
。

空
海
独
り
の
み
露
わ
す
弥
陀
の
容
、
阿
弥
陀
仏
は
不
生
滅
に
し
て
、
兌
め
難
く
枯

り
難
し
。
水
中
の
月
、
絶
非
し
旬
を
離
る
。
是
の
如
く
の
身
、
是
の
如
き
の
感
通
、

是
の
如
き
我
と
弥
陀
と
本
よ
り
不
二
な
り
。妄
覚
潜
か
に
生
じ
て
忽
ち
異
を
成
ず
。

今
よ
り
空
有
の
説
、
の
塵
を
掃
恚
せ
ん
。
父
子
天
然
両
な
が
ら
相
値
ひ

誓ヽ

っ
て
三

福
を
修
し
六
念
を
勤
め
、
身
口
意
業
瑕
珀
な
し
。
我
れ
今
、
此
れ
を
以
て
弥
陀
を
念



後

　

記

是
の

『
論
』
、
乾
隆
四
十
八
年

(
一
七
八
三
年
)
冬
十
二
月
に
作
り
既
に
成
ず

る
。
汪
子
大
㈲
、
之
れ
を
評
し
て
曰
く
。

「
此
の
浄
土
は
正
因
な
り
。
華
厳
は

正
信
な
り
」
と
。
又
日
く
。
「
五
念
は

一
念
に
し
て
、

一
念
は
無
念
な
り
」
と
。

其
の
明
年
春
、
丹
徒
を
過
ぎ
、
王
子
萬
卿
が
見
て
之
を
賞
め
、
之
が
為
に
叙
す
。

大
紳
の
頗
歎
、
奇
特
な
り
。
尋
い
で
先
の
尚
書
公
譚
を
奉
じ
既
に
葬
る
。
僧
舎

に
屏
居
し

『
大
経
』
を
展
読
す
。
方
外
Λ
仏
教
∇
の
友
と
性
宗
の
唯
然
な
る
を

相
質
証
す
。
軋

ち
、

此
の
論
、
時
に
損
益
有
り
。
其
の
後
数
年
、
自
ら
朗
朗

(浙
江
省
杭
州
市
)
に
帰
り
、
重
び
文
星
の
閣
中
を
閉
関
し
て
、
念
仏
三
昧
を
修

す
。
長
夏
な
る
も
寥
寂
た
り
。
復
前
の
稿
を
出
し
て
貼
勘
し
再
周
し
て
此
の
本

を
録
成
ず
。
賢
首
Λ
法
蔵
∇
や
方
山
の
外
、
手
眼
の
別
出
た
る
を
妨
げ
ざ
ら
ん

か
。
設
い
雲
棲
老
人
に
遇
う
も
定
ん
で
当
に
相
視
し
て
笑
う
や
。

是
論
作
于
乾
隆
四
十
八
年
冬

十

二
月
。

既

成
。
汪
子
大
紳
評
之
日
。
此
浄
土
正
因
。
華

巌
正
信
也
。
又
日
。
五
念

一
念
。

一
念

無

念
。
其
明
年
春
。
過
丹
徒
。
王
子
萬
卿
見
而

賞
之
。
貴
之
叙
。
大
紳
頗
歎
具
奇
特
。
尋
奉

先
伺
書
公
譚
。
既
葬
。
屏
居
檜
舎
。
展
讃

大
経
。
典
方
外
友
性
宗
唯
然
相
質
澄
。
帆
干

此
論
時
有
損
盆
。
其
後
敷
年
。
自
銭
塘
昂
。

重
閉
闘
文
星
閣
中
。
修
念
佛
三
昧
。
長
夏
寥

寂
。
復
出
前
録
黙
勘
再
周
。
藁
成
此
本
。
于

賢
首
方
山
外
。
不
妨
別
出
手
眼
。
設
遇
雲
栖

老
人
。
定
富
相
混
而
笑
也

時
乾
隆
五
十
六
年
六
月
晦
際
清
記

※
斂
は
叙
の
別
体

ず
、
弥
陀
を
見
ず
と
も
終
に
厭
は
ず
と
。
讃
じ
畢
り
、
衆
に
随
い
て
仏
を
唱
す
る

こ
と
数
百
。
観
経
を
諏
す
る
に
上
品
上
生
に
至
り
、
即
ち
念
を
斂
め
坐
に
脱
す
。

極
楽
と
華
厳
、
是
同
是
別
、
諸
の
有
智
の
人
、
急
ぎ
須
く
著
限
す
べ
し
。

念
禰
陀
。
不
見
禰
陀
終
不
敗
。
讃
畢
。
隨
衆
唱

佛
斂
百
。
訊
観
経
至
上
品
上
生
卵
斂
念
坐
脱
。

極
楽
華
巌
。
是
同
是
別
。
諸
有
智
人
。急
須
1　
眼
。

『仏
祖
統
紀
』

　

(大
正
49

・
243

・
b

)

に
は

※
脱
←
亡
と
あ
る
。

華
厳
念
仏
三
昧
論
終

ニ

ー
九

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

※
粟
は
稿
の
別
体

時
に
乾
隆
五
十
六
年

(
一
七
九

一
年
)
六
月
晦
際
清
記

華
巌
念
佛
三
昧
論
終



八

註
W

①

　

真
諦
訳

『
大
乗
起
信
論
』
(大
正
32

・
576

・
b
~
c
)
。
こ
こ
は

「
論
」
で
は
、
始
覚
の

義
を
説
く
中
に
出
ず
る
箇
処
で
あ
る
。

『
論
』
で
は
、

一
切
衆
生
は
妄
念
の
世
界
を
現
出

し
て
お
り
、
始
覚
の
完
成
に
は
程
遠
く
、
従

っ
て
覚
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
。
つ
ま
り
、
永
遠
の
過
去
よ
り
、
常
に
妄
念
が
相
続
し
て
お
り
、
い
ま
だ
か
っ
て
妄
念

を
断
絶
し
た
こ
と
が
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

@

　

念
仏
三
昧
に
つ
い
て
は
、

「
入
法
界
品
」

　

(大
正
9

・
690
・
a
~
b
)
に
於
い
て
、
第

三
善
知
識
功
徳
雲
比
丘
に
よ
っ
て
二
十

一
種
の
念
仏
三
昧
門
が
説
か
れ
て
、
前
十
門
は
念

仏
の
勝
徳
円
満
を
明
か
し
、
後
の
十

一
門
は
念
仏
の
妙
用
自
在
を
顕
わ
し
て
い
る
。

⑧

　

『
華
厳
経
』
は
具
に
は

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
と
い
う
が
、
そ
の
題
号
に
つ
い
て
法
蔵

は

「
探
玄
記
」
で
解
説
し
て
い
る
。
今
、
「
大
方
広
」
に
つ
い
て

【
然
即
大
以
一】包
含
一為
い

義
。
方
以
二軌
範
一為
・功
。
広
即
体
極
用
周
。」

　

(大
正
35

・
107

・
b
)
と
述
べ
て
い
る
。

④

　

清
涼
は
華
厳
宗
第
四
祖
澄
観
の
こ
と
。
炎
栢
は
李
通
玄
の
別
名
。

一
日
に
斑

一
〇
個
と

柏
葉
餅

一
枚
を
食
し
て
い
た
た
め
そ
う
呼
ば
れ
た
。

④

　

李
通
玄
の
没
年
は
現
存
資
料
に
み
る
限
り
遅
く
と
も
七
六
〇
年
頃
と
考
え

ら

れ

る

の

で
、
従

っ
て
、
般
若
に
よ
っ
て

『
大
方
広
仏
華
厳
経
普
賢
行
願
品
』

　

(
四
十
華
厳
)
が
翻

訳
さ
れ
た
の
は
貞
元
十
四
年

(七
九
八
年
)
で
あ
る
の
で
、
彼
は
四
十
華
厳
を
見
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑥

　

王
文
治
。
字
を
萬
卿
、
号
を
夢
棲
と
い
う
。
乾
隆
に
進
士
と
な

る
。
江
蘇
省
丹
徒

の

人
。
夢
棲
詩
集
の
著
書
が
あ
る
。
雍
正
八
年

(
一
七
三
〇
年
)
生
。
嘉
慶
七
年

(
一
八
〇

二
年
)
没
。

「
辞
海
」
下
冊

(台
湾
中
華
書
局
刊
)

一
九
二
〇
頁
。

『
歴
代
名
人
年
里
碑

伝
総
表
』

　

(姜
亮
夫
撰

・
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
)
四

一
二
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

二
二
〇

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
五
十
二

「
如
来
出
現
品
」
第
三
十
七
之
三

(大
正
10

・
275

・
b
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
五

「
宝
王
如
来
性
起
品
」
第
三
十
二
之
三
に
は

「
此
菩
薩
摩

詞
薩
。
自
知
身
中
。
悉
有
己

切
諸
仏
菩
提
「
何
以
故
。
彼
菩
薩
心
。

不
レ離
・」
切
如
来

菩
提
一故
。
如
二
自
心
中
ぺ

　

一
切
衆
生
心
中
。
亦
復
如
レ
是
。
無
量
無
辺
。

無
二処
不
り有
。

不
レ
可
‘一破
壊
ぺ
不
レ
可
二
思
議
ご

　

(大
正
9

・
627

・
b
)
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は

如
来
出
現
の
菩
提
に
つ
い
て
十
門
を
説
い
て
い
る
中
、
第
十
菩
提
は
諸
心
に
普
遍
な
る
こ

と
を
明
か
す
処
で
あ
る
。

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
五
十

一
「
如
来
出
現
品
」
第
三
十
七
之
二

(大
正
10

・
272

・
c
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
五

「
宝
王
如
来
性
起
品
」
第
三
十
二
之
三
は

　

「
無
レ
有
二
衆

生
一無
7衆
生
身
。
如
来
智
慧
不
‘一具
足
一者
丿
但
衆
生
顛
倒
不
レ
知
二如
来
智
　0
遠
二
離
顛
倒
　

0

起
已

切
智
無
師
智
無
凝
智
ご

　

(
大
正
9

・
623

・
c
)
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
如
来
出
現
の
意
義
に
つ
い
て
、
十
喩
を
以
て
如
来
の
十
種
の
大
智

を
顕
わ
す
中
、
第
十
塵
含
経
巻
の
喩
を
以
て
仏
の
性
通
平
等
の
智
に
喩
え
て
い
る
処
で
あ

る
。

○

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
五
十

「
如
来
出
現
品
」
第
三
十
七
之

一

　

(
大
正
10

・
266

・
a
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
四

「
宝
王
如
来
性
起
品
」
第
三
十
二
之
二
に
は

「
如
来
応
供

等
正
覚
。
非
・」
法
一
行
一
身
一
刹
化
一
衆
生
一故
。
此
菩
薩
摩
詞
薩
。
知
’見
如
来
県
一足

成
一‘一就
無
量
法
無
量
行
無
量
身
無
量
刹
　0
平
等
教
中
化

一
切
衆
生
一故
。

仏
子
。

習
如
二虚

空
↓

　

一
切
色
処
非
色
処
。
無
二処
不
口至
。
而
非
レ至
非
不
レ
至
。

何
以
故
。

虚
空
無
形
色

故
。
如
来
法
身
亦
復
如
レ
是
。
至
・」

切
処

一
切
刹

一
切
法

一
切
衆
生
「
而
無
レ所
レ
至
。
何

以
故
。
諸
如
来
身
非
二是
身
一故
。
随
二所
応
化
一示
二現
其
身
ご

　

(
大
正
9

・
616

・
a
)
と

あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
如
来
身
業
を
明
か
し
、
続
い
て
、
虚
空
周
遍
の
喩
を
以
て
十
方
に

周
遍
す
る
仏
身
を
明
か
す
処
で
あ
る
。

⑥

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
五
十

一
「
如
来
出
現
品
」
第
三
十
七
之
三

(大
正
10

・
273

・
c
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
五

「
宝
王
如
来
性
起
品
」
第
三
十
二
之
三
に
は

「
此
菩
薩
摩

詞
薩
。
成
二就
無
量
無
辺
無
凝
智
慧
　0
知
二

切
衆
生
是
如
来
境
界
。

一
切
世
間
。

一
切

刹
。

一
切
法
。

一
切
衆
生
行
。
如
如
不
壊
境
界
。

無
凝
法
界
境
界
。

実
際
無
際
境
界
。

無
量
虚
空
境
界
。
非
境
界
境
界
。
是
如
来
境
界
。
仏
子
。L

切
衆
生
無
量
故
。
如
来
境
界

⑦⑥○ ⑩

『観
仏
三
昧
海
経
』

　

(大
正
十
五
巻
所
収
)

『
大
方
広
如
来
不
思
議
境
界
経
』

　

(
大
正
十
巻
所
収
)

『
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』

　

(大
正
十
四
巻
所
収
)

『
阿
問
仏
国
経
』

　

(
大
正
十

一
巻
所
収
)

『仏
説
無
量
寿
経
』

　

(
大
正
十
二
巻
所
収
)

⑧



智
光
普
照
念
仏
門

一
切
衆
生

　

々

安
住
力

　　

々

安
住
法

　　

夕

照
耀
諸
方

　

々

不
可
見
処

　

々

住
於
諸
劫

　

々

住

一
切
時

　

々

住

一
切
刹

　

々

住

一
切
世

　

々

住

一
切
境

　

々

-

円
満
普
照
念
仏
三
昧
門

一
切
衆
生
遠
離
顛
倒

　

々

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
-

十
二

　

住
寂
滅

　　

″

十
三

　

住
遠
離

　　

夕

十
四

　

住
広
大

　　

″

十
五

　

住
微
細

　　

々

十
六

　

住
荘
厳

　　

々

十
七

　

住
能
事

　　

ク

十
八

　

住
自
在
心

　

夕

十
九

　

住
目
業

　　

ク

ニ
十

　

住
神
変

　　

々

二
十

一

　

住
虚
空

　　

々

(大
正

・
10

・
331

・
b
~

C
)

寂
静

離
月
離
時

広
大

微
細

荘
厳

清
浄
事

浄
心

浄
業

自
在

虚
空
等

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十

一

無
量
。

一
切
世
間
無
量
故
。
如
来
境
界
無
量
。
乃
至
非
境
界
境
界
無
量
故
。
如
来
境
界
無

量
。
非
境
界
至
二

切
処
　0
而
無
レ所
レ
至
。」

　

(大
正
9

・
625

・
a
)
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
如
来
出
現
の
境
界
を
明
か
す
処
で
あ
る
。

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第

一
「
世
主
妙
厳
品
」
第

一
之

一

　

(大
正
10

・
1

・
c
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第

一
「
世
間
浄
限
品
」
第

一
之

一
に
は

【
了
‘一三
世
法
平
等
一智
身
。

普
入
已

切
世
間
一之
身
。
妙
音
遍
至
二

切
世
界
　0
不
い可
‘】窮
尽
ご

相
智
慧
行
処
」

　

(大
正
9

・
395

・
a
~
b
)
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
意
と
身
と
語
と
の
三
業
の
普
周
を
顕
わ
す
処
で
あ
る
。

⑥

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
七

「
普
賢
三
昧
品
」
第
三
に

「
入
于
三
昧
。

此
三
昧
名

一
切
諸

仏
。
毘
疸
遮
那
如
来
蔵
身
。
普
入

一
切
仏
平
等
性
。
…
」

　

(大
正
10

・
32

・
c
)
と
説
か

れ
て
あ
る
。

⑥

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
六
十
二
「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
三

(大
正
10

・
334

・
b
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
四
十
六

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
三
に
は

「
我
於
二解
脱
力
　

0

逮
二得
清
浄
方
便
慧
眼
　0
普
照
観
二察

一
切
世
界
　0
境
界
無
擬
。

除
二

切
障
　
0

　

一
切
仏
陀

羅
尼
カ
ー」

　

(大
正
9

・
690

・
a
)
と
説
か
れ
て
あ
る
。

⑩

　

注
⑦
に
同
じ
。

『
六
十
華
厳
』
も

『
八
十
華
厳
』
と
同
文
。

⑩

　

一一十

一
種
念
仏
三
昧
門
の
名
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。
下
段
は

『
六
十
華

厳
』

○

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
六
十
三

「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
四

(大
正
10

・
339

・
c
~
340

・

a

)『
六
十
華
厳
』
巻
第
四
十
七

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
四
に
は

「
我
若
欲
い見
一一安
楽

世
界
無
凡m
寿
仏
　0
随
レ意
即
見
。
妙
楽
世
界
阿
問
如
来
。
善
住
世
界
師
子
如
来
。

善
現
円

満
光
明
世
界
月
慧
如
来
。
宝
師
子
荘
厳
世
界
毘
楼
遮
那
如
来
。
善
男
子
。

如
い是
等

一
切

諸
仏
。
随
レ
意
即
見
。
彼
諸
如
来
不
レ来
二至
此
『

　

我
不
レ住
レ彼
。

知
二

切
仏
無
レ所
二従

来
　0
我
無
中所
至
』
知
二
一
切
仏
及
与
我
心
皆
悉
如
口夢
。
知
二

切
仏
悉
如
二電
光
「
了
z知

己
心
如
二
水
中
像
　0
知
己

切
仏
皆
悉
如
レ幻
。
己
心
亦
爾
ぺ
知
二
一
切
仏
音
声
如
レ響
。

己

心
亦
爾
　0
如
レ
是
知
。
如
い是
解
。
如
y是
入
。」

　

(大
正
9

・
694

・
c
~
695

・
a
)
と
説
か

れ
て
あ
る
。

○

　

『八
十
華
厳
』
巻
第
六
十
八
「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
九

(大
再
……　　・
366

・
b

)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
五
十

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
七
に
は

「
善
男
子
。

我
開
二栴

檀
仏
塔
戸
‘時
。
念
念
正
受
無
尽
仏
性
三
昧
門
。
於
二念
念
中
　0
得
二無
量
無
辺
勝
妙
諸
法
一

(大
正

・
9

・
690

・
a
~
b
)

汐　 夕　 々　 ク　 々　 夕　 夕　 夕　 々 夕

一
切
力
究
竟

諸
法
中
心
無
顛
倒

分
別
十
方

一
切
如
来

不
可
見
不
可
入

諸
劫
不
顛
倒

随
時

厳
浄
仏
刹

三
世
不
顛
倒

無
腰
境
界

…
…
略
…
…
見
二此
世
界
迦
葉
仏
拘
那
含
牟
尼
仏
。
戸
棄
仏
。
毘
婆
戸
仏
。
提
舎
仏
。

沙
仏
。
無
上
勝
仏
。
無
上
蓮
華
仏
　0
見
二如
是
等
不
可
説
不
可
説
諸
仏
。

間
浮
提
微
塵

仏
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等
仏
ご

(正
9

・
717
・
c
)
と
説
か
れ
て
あ
る
。

お
靭
屁
服
羅
と
は
第
二
十
七
善
知
識
安
住
長
者
の
こ
と
で
あ
る
。

夕　 夕 夕　 夕　 夕 夕

十
一 十 九 八 七 六

な 等 弗

訳
註

『華
厳
念
仏
三
昧
論
』

¬

六

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
十
六

「
須
弥
頂
上
偶
讃
品
」
第
十
四

(大
正
10

・
83

・
a
)

ニ

ニ

ー

十
一 十 九 八 七 六

四

四

夕汐夕

五

五



二

二

二

と
説
か
れ
て
い
る
を
み
る
。

・

⑩

　

例
え
ば

『
八
十
華
厳
』
巻
第
三
十
四

「
十
地
品
」
第
二
十
六
之

一
で

「
如
是

一
切
諸
所

作
茉
。
皆
不
離
念
仏
。
不
離
念
法
。
不
離
念
僧
」

　

(大
正
10

・
183

・
c
)
と
説
か
れ
て
あ

る
。

⑩

　

『
四
十
華
厳
』
巻
第
四
十

(大
正
10

・
845

・
c
)

@

　

以
下
の
文
は

『
八
十
華
厳
』
巻
第
七
十

一
「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
十
二

[大
正
]……　　

・
386

・
c
)
、
『
六
十
華
厳
』
巻
蕩
五
十
三

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
十

(大
正
9

・
736

・
c
)
の
取
意
文
。

⑩

　

以
下
の
文
は

『
八
十
華
厳
』
巻
第
七
十

一
「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
十
三

(大
正
10

・
391

・
a
~
b
)
、
『
六
十
華
厳
』
巻
第
五
十
四

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
十

一

　

(
大
正

9

・
741

・
a
~
b
)
の
取
意
文
。

○

　

以
下
の
文
は

『
八
十
華
厳
』
巻
第
七
十
四

「
入
法
界
品
」
第
三
十
九
之
十
六

(大
正
10

・
404

・
b
)
、
『
六
十
華
厳
』
巻
第
五
十
五

「
入
法
界
品
」
第
三
十
四
之
十
三

(大
正
9

・

753

・
b
)
の
取
意
文
。

@

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
八
十

「
入
法
界
品
」
三
十
九
之
二
十

一

　

(大
正
10

・
442

・
c
~
443

・
b
)
の
価
文
の
中
、
第
八
偶
頌
、
第
十
偶
頌
、
第
二
十
二
偶
頌
、
第
三
十

一
偶
頌
の
四

価
』『

六
十
華
厳
』
巻
第
六
十

「
入
法
界
品
」
三
十
四
之
十
七

(大
正
9

・
786

・
b
~
c
)

で
は

「
或
見
7疸
舎
那

　

無
量
無
数
劫

　

厳
二浄
此
世
界
T
得
レ成
申最
正
覚
よ
(第
十
六
儡

頌
)。
或
見
三
阿
弥
陀

　

観
世
音
菩
薩

　

潅
頂
授
記
者

　

充
二満
諸
法
界
一
(第
十
八
価
頌
)
。

或
見
7釈
迦
文

　

初
成
二等
正
覚
一

　

饒
二益
諸
群
生
一

　

一
切
莫
’能
測
九
第
二
十
九
偶
頌
)
。

或
見
一無
量
寿

　

最
勝
天
人
尊

　

為
原
一潅
頂
記
一

　

成
’無
上
導
師
J
(第
三
十
七
偶
頌
)
」

と
説
か
れ
て
あ
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

十
華
厳
」
に
は
相
当
文
な
し
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
十
菩
薩
の
偶
讃
の
中
、
第
八
番
目
の
真
実
惑
菩
薩

の
偶
文

で
あ

る
。

⑩

　

『
文
殊
師
利
所
説
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
巻
下
』

　

(
(
大
正
8

・
731

・
b
)

○

　

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』

　

(
大
正
12

・
347

・
b
)

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
二
十
三

「
兜
率
宮
中
偶
讃
品
」
第
二
十
四

(大
正
一……　　
・
123

・
b

)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
十
四

「
兜
率
天
宮
菩
薩
雲
集
讃
仏
品
」
第
二
十
に
は

　

「
専
念
二仏

境
界
一

　

生
二起
無
量
心
一

　

所
レ見
諸
如
来

　

其
数
与
レ
心
等
」
(大
正
9

・
487
・
b
)
と
説

か
れ
て
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
十
方
の
諸
菩
薩
の
十
段
の
偶
讃
の
う
ち
、
第
八
段
の
偶
文
で
あ
り

如
来
の
浄
他
の
徳
を
歎
じ
て
い
る
処
で
あ
る
。

○

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
十
四

「
賢
首
品
」
第
十
二
之

一

　

(大
正
10

・
73

・
a
)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
六

「
賢
首
菩
薩
品
」
第
八
之

一
に
は

【
若
念
仏
定
不
可
壊

　

則
常

柳
一見
十
方
仏
一

　

若
常
萌
】見
十
方
仏
一

　

則
知
二
如
来
常
安
住
ご

　

(
大
正
9

・
433

・
c
)

と
説
か
れ
て
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
菩
薩
の
諸
位
を
明
か
す
巾
、
十
廻
向
の
位
を
明
か
し
て
い
る
処
で

あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　

。

⑩

　

『
八
十
華
厳
』
巻
第
四
十
八

「
如
来
同
好
光
明
功
徳
品
」
第
三
十
五

(大
正
10

・
256

・

a

)

『
六
十
華
厳
』
巻
第
三
十
二

「
仏
小
相
光
明
功
徳
品
」
第
三
十

(大
正
9

・
605

・
a
)

に
は

「
八
十
華
厳
」
と
同

一
の
文
あ
り
。

な
お
、
こ
の
箇
処
は
如
来
の
同
好
を
明
か
す
処
で
あ
る
。

⑩

　

こ
こ
は
取
意
文
で
あ
る
。
例
え
ば

『
八
十
華
厳
』

巻
第
十
二

　

「
如
来
名
号
品
」
第
七

(大
正
10

・
57

・
c
~
60

・
a
)
に
於
い
て

「
随
其
所
応
。
説
法
調
伏
。
如
是
乃
至
等
法

界
虚
空
界
。
諸
仏
子
。
如
於
来
此
娑
婆
世
界
。
諸
四
天
下
。
種
種
身
。
種
種
名
。
…
…
略

…
…
令
諸
衆
生
。
各
別
知
見
」

　

(大
正
10

・
58

・
c
)
と
説
か
れ
、

『
六
十
華
厳
』
巻
第

四

「
如
来
名
号
品
」
第
三

(大
正
9

・
418

・
a
~
420

・
b
)
に
於
い
て

「
知
二彼
心
行
一同

化
二衆
生
「
与
こ1　
空
法
界
一等
。
何
以
故
。
・此
娑
婆
世
界
中
。
諸
四
天
下
教
二化

一
切
　0
種

種
身
。
種
種
名
…
…
略
…
…
如
レ
是
種
種
不
同
。
衆
生
所
見
亦
異
。」
(大
正
9

・
419

・
a
)

○ ⑩⑩ ⑩ ⑩

『
四
十
華
厳
』
巻
第
四
十

(大
正
10

・
844
・
b
)
の
取
意
文
。

『
大
乗
起
信
論
』
(大
正
32

・
583

・
a
)
よ
り
抄
出
。
な
お
、
こ
こ
は

「
修
行
信
心
分
」

で
不
退
の
方
便
と
念
仏
往
生
を
明
か
す
箇
処
で
あ
る
。

『
四
十
華
厳
』
巻
第
四
十

[大
正
]……　　
・
846

・
c
)

『
四
十
華
厳
』
巻
第
四
十

(大
正
10

・
846

・
c
)

『
仏
説
無
量
寿
経
巻
下
』

　

(大
正
12

・
272

・
b
~
c
)
に
は
三
輩
に
つ
い
て



○

　

方
山
と
は
、
李
通
玄
を
指
す
。
論
と
は

『
新
華
厳
経
論
』
を
い
う
。
今
第
六

(大
正
36

・
759

・
b
~
c
)
の

「
浄
土
権
実
」
を
述
べ
る
中
で
、

「
第
十
毘
虞
遮
那
所
居
浄
土
」
の

内
容
を
明
か
し
て
い
る
を
み
る
。

⑩

　

注
④
参
照
。

○

　

『
続
高
僧
伝
』
巻
第
十
二

(大
正
50

・
518

・
a
~

c
)
参
照
。

⑩

　

『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
拐
厳
経
』

　

巻
第
八

(大
正
19

・
142

・

b

)

⑩

　

道
因
。
浙
江
省
寧
波
府
の
人
。
姓
は
師
氏
、
字
は
徳
固
、
草
荒
、
安
住
と
号
す
。
宋
哲

宗
天
祐
五
年

(
一
〇
九
〇
年
)
生
。
乾
道
三
年

(
一
一
六
七
年
)
四
月
十
七
日
没
。
仏
祖

統
紀
第
二
十

一

　

(大
正
49

・
m

・
a
)
参
照
。

○

　

汪
子
大
紳
。
汪
紺
の
こ
と
。
字
号
を
大
紳
と
い
い
呉
県
の
人
。
雍
正
三
年

(
一
七
二
五

年
)
生
。
乾
隆
五
七
年

(
一
七
九
二
年
)
没
。

『
二
杯
唱
和
詩
』

　

(一
続
二
・
十
五

・
四

・
三
四
六
左
下
)
に

「
汪
抑
和
知
帰
子
偶
述
」
と
し
て
四
首
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

○

　

雲
栖
。
杭
州
仁
和
の
人
。
雲
棲
裸
宏
と
呼
ぶ
。
字
は
佛
(徳
)
慧
。
自
ら
蓮
池
と
号
す
。

禅
教

一
致
を
主
張
し
茲
宗
九
祖
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
嘉
靖
十
四
年

(
一
五
三
五

年
)
生
。
万
暦
四
十
三
年
(
一
六

一
五
年
)没
。
詳
し
く
は
田
佐
々
木
月
樵
全
集
㈹

『
印
度

支
那
日
本
浄
土
教
史
』

　

「
株
宏
、
智
旭
の
浄
土
教
」
五
八
三
頁
。
傾
荒
木
見
悟
著

「
雲
棲

株
宏
の
研
究
」
、
朗
郭
朋
著

「
明
清
仏
教
」

一
七
六
頁
の

「
株
宏
」
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

「
仏
告
‘一阿
難
↓
十
方
世
界
諸
天
人
民
。
其
有
二至
心
願
・生
二彼
国
。
凡
有
二
三
輩
　

0

　

其

上
輩
者
。
捨
い家
聚
y欲
而
作
二沙
門
　0
発
二菩
号
竺

　

一
向
専
念
二無
量
寿
仏
ぺ修
一諸
功
徳
一

願
・生
‘一彼
国
　0
此
等
衆
生
臨
二
寿
終
時
　0
無
量
寿
仏
与
二諸
大
衆
「
現
二其
人
前
　0
即
随
二彼

仏
一往
‘一生
其
国
一…
…
略
…
…
其
中
輩
者
。
十
方
世
界
諸
天
人
民
。
共
有
二至
心
願
・生
二彼

国
「
雖
い不
y能
y
行
作
二沙
門
　0
大
修
’功
徳
丿
当
’発
二無
上
菩
提
之
心
　

0

　

一
向
専
申
念
無
量

寿
仏
J
…
…
略
…
…
其
下
輩
者
。
十
方
世
界
諸
天
人
民
。
共
有
7至
a
　9
欲
り生
二彼
国
ご

使
不
レ能
レ作
‘一諸
功
徳
　0
当
7発
二無
上
菩
提
之
心
　

0

　

一
向
専
意
乃
至
十
念
。念
‘一無
量
寿
仏
一

願
’生
二其
国
一」

　

(
・
印
筆
者
)
と
説
い
て
い
る
。

○

　

『仏
説
無
量
寿
経
巻
下
』

　

(大
正
12

・
278

・
a
)
に

「
不
い
了
二仏
智
。
不
思
議
智
。
不

可
称
智
。
大
乗
広
智
。
無
等
無
倫
最
上
勝
智
　0…
…
略
…
…

　

叩
一之
胎
生

「若
有
二衆
生
　

0

明
信
二仏
智
乃
至
勝
智
「
作
二諸
功
徳
一信
心
廻
向
。

此
諸
衆
生
於
二
七
宝
華
中
ぺ

　

自
然
化

生
」
と
説
か
れ
て
あ
る
。

○

　

『
観
無
量
寿
経
』

　

(大
正
p一
・
344
・
c
)
に
は
「
上
品
上
生
者
。
若
有
二衆
生
一願
い忠
一

彼
国
一者
。
発
二
三
種
心
一即
便
往
生
。
何
等
為
レ
三
。

一
者
至
誠
心
。
一一者
深
心
。
三
者
廻

向
発
願
心
。
目
?
三
心
}者
必
生
二彼
国
「
復
有
‘一三
程
衆
生
　0
当
レ得
二往
生
　0
何
等
為
」
一。

一
者
慈
心
不
レ
殺
具
二諸
戒
行
　0
二
者
読
二誦
大
乗
方
等
経
典
「
三
者
修
二行
六
念
ご

(
・
印

は
筆
者
)
と
説
か
れ
て
あ
る
。

⑩

　

『
法
界
観
門
』

一
巻
は
、
澄
観
の

『
法
界
玄
鏡
』
(大
正
45

・
673
・
a
~
683

・
a
)
、
宗

密
の

『
注
華
厳
法
界
観
門
』

　

(大
正
45

・
684
・
c
~
692
・
b
)
等
に
よ
っ
て
法
順
の
著
書

と
し
て
註
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
法
蔵
の

『菩
提
心
章
』

　

(大
正
45

・
652

・
b
~
654

・
a
)
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
著
者
に
関
し
て
は
程
々
問
題
を
含
ん
だ
1　
で
あ

る
。

○

　

四
法
界
に
つ
い
て
は
、

『
華
厳
法
界
玄
鏡
』
巻
上

(大
正
45

・
672

・
c
)
に

「
総
以
縁

起
法
界
不
思
議
為
宗
故
。
然
法
界
之
相
要
唯
有
三
。
然
総
具
四
種
。

一
事
法
界
。
二
理
法

界
。
三
理
事
無
策
法
界
。
四
事
事
無
策
法
界
。」
と
あ
り
、
『
華
厳
経
随
疏
演
義
妙
』
巻
第

一

　

(大
正
36

・
2

・
c
)
に

「
二
者
約
二
四
法
界
「

　

往
復
無
際
事
也
。

動
静

一
源
1
　二
三

義
一也
。
動
即
是
事
。
静
即
是
理
動
静

一
源
。
即
事
理
無
凝
法
界
也
。

含
衆
妙
而
有
余
事

事
無
策
法
界
也
。
超
言
思
而
追
出
。
融
二払
四
法
界
ご

と
あ
り
、
ま
た
、

『
大
華
厳
経
略

策

(大
正
36

・
707

・
c
)
で
も
同
様
に
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

訳
註

『
華
厳
念
仏
三
昧
論
』

二
二
三


